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「〇取扱説明書の分冊構ぶについて 


目的に応じてお読みいたださ、本製品を十 


このマークび付いているガイドは、付属の取扱説明書 CD-ROM 
に収められている PDF マニュアルです。 


本製品の取扱説明書は、なのような構成になっています。 
分にご活用ください。 

このマークび付いているガイドは、製品に同個されている紙マ 
ニユアルです。 广の,1 
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•プリンタを設置ずるには 
•パソコンと接続ずるには 
•オプション品を取り付けるには 


設置ガイド 
(本書） 


• トラブルの簡をなお巧方法を巧るには 
• プリンタの簡をな®いかたを巧るには 


• 昼本的な使いかたを知るには 
•困つたとをには 


. プリンタドライバのインストール方法を知るには 
•印刷ずるには 

•添付ソフトウエアのほいかたを知るには 


•いろいろなネットワークの設定方まを巧るには 
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• Web ブラウザか S プリンタを操作-設定ずるには 
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fgiJ 売の取巧説明書 _ 

おホめについては販売店にご相談くださし、。 

LIPS 対応のプ IJ ンタドライ J (や印刷の設定プ□グラムなどを作成す 
るプログラマー用の取扱説日月書です。 

オプシヨン品の設置のしかにや使いかたを説日月しています。 


プ□グラ7—ズ7ニュアル 
オプション励〔け属の職説贈 


• PDF 形式のマニュアルを表示するには、 Adobe Reader/Adobe Acrobat Reader び必要です。ご使用のシステムに Adobe Reader/Adobe 
Acrobat Reader びインストールされていない場合は、アドビシステムズ社のホームぺージか 6 ダウン□—ドし、インストールしてください。 

• 表紙に掲載されている製品写真は、実際の製品とは異なる場合びあります。 










































r * 本書の構ぶについて 


設置する前に _ 

プリンタの設置 
オプション品の取り付け 
プリンタの動作と機能を確認する 
付録 




做虫揣, 


各部の寸法や、ソフトウェアのバージョンアップ方法、保守サービスのご案内などを 
掲載しています。 


設置サービスのご案内 

本製品の設置は、設置ガイドおよびユーヴーズガイドをご一読いただ<ことで簡単に 
行えますが、設置について不安な場合や、遠隔地に設置をご希望される場合には、専 
門のサービスマンが設置を有償で行います。本製品をお買い上げの販売店などへ依頼 
して < ださい。 


•本書に記載されている内容は、予告なく変更されることびあります。あらかじめ、ご了承ください。 

• 本書に万一ご不審な点や誤り、または記載漏れなどお気付きのことびありましたら、ご連絡ください。 
• 本書の内容を巧断で転載することは禁止されています。 
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はじめに 


このたびはキヤノン LBP 5900 をお買い上げいただを、誠にありびと5ございます。本製品の機能 
を十分にご理解いただき、より効果的にご利用いただくために、ご使用前にこの取扱説明書をよくお 
読みください。また、お読みいただをました後ち大切に保管してください。 


本書の読みかた 


マークについて 


本書では、安全のためにお守りいただきたいことや取り扱い上の制限-ミ主意などの説明に、 
下記のマークを付けていまず。 


A 警告 取り扱いを誤った場合に、死 t または重傷を負う恐れのある警告事項び書かれて 
います。安全に使用していただくために、必ずこの警告事項をお守りください。 


A 注意 取り扱いを誤った場合に、傷害を負ラ恐れや物的損害び発生する恐れのあるミ主意 
事項び書かれています。安全に使用していただ<ために、必ずこのミ主意事項をお 
守りください。 


重要 


操作上、おず守っていただをたい重要事項や制限事項び書かれています。誤った 
操作によるトラブルを防ぐために、必ずお読みください。 


@メモ I 操作の参考となることや巧足説明び書かれています。お読みになることをおすす 
めします。 


キー.ボタンについて 


本書では、キー-ボタン名称を Li (下のように表しています。 
•操作パネル上のキー：[キー名称] 


例：[オンライン] 

[ユーテイ U テイ] 


.コンピュータ画面上のボタン：[ボタン名称] 
例： [0 K ] 

嚴赶 


V 









略称について 


本書に記載されている名称は、下記の略称を使用しています。 
Microsoft ® Windows ® operating system : 


Windows 


Vi 



規制にごいて 


商標について 


Canon、Canon □ユ L 目 P 、 UPS は、キヤノン株式会社の商標です。 

Font 白 allery は、キヤノン株式会社の日本における登録商標でず。 

Adobe、Adobe Acrobat、Adobe Reader は 、 Adobe Systems Incorporated (y h 
ビシステムズ社）の商標です。 

Apple 、 AppleTalk 、 EtherTalk、Mac OS、Macintosh は、米国 Apple Computer . Inc . 
の商標です。 

HP 、 HP - GL は、米国 Hewlett-Packard Company の米国の商標です。 

IBM 、 AT 、 PS / 已已シ U — ズは、米国 International 目 usiness Machines Corporation 
の商標です。 

Microsoft 、 MS - DOS、Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国および他の国 
における登録商標です。 

UNIX は、 The 日 pen 白 roup の米国およびその他の国における登録商標です。 

Ethernet は、米国 Xerox Corporation の商標です。 

ESC / P は、セイコーエプソン株式会社の商標です。 

PC - 目8日0シリーズ、 PC - PR 201 /80 A は、日本電気株式会社の商標です。 

その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 




原稿などを読み这む際のミ主意事項 


し U 下を原稿として読み込むか、あるいは複製し加工すると、法律により罰せられる場合びあ 
りまずのでごを意 < ださい。 


■ 著作物など 

他人の著作物を権利ちに無断で複製などすることは、個人的または家庭内その他これに 
準ずる限られた範囲においての使用を目的とする場合を除さ違法となります。また、人 
物の写真などを複製などする場合には肖像権び問題となることびあります。 

■ 通貨、有価証券など 

LU 下のちのを本物と偽って使用する目的で複製ずること、またはその本物と紛らわしい 
ちのを作成することは法律により罰せられます。 

•紙幣、貨幣、銀行ま（外国の右のを含む） •株券、社債巧 

•国債証券、化ち債証券 •手あ、ル切手 

•郵便為替証書 •定期券、回数券、乗車を 

•郵便切手、印紙 •その他の有価証券 

■ 公文書など 

し U 下のをのを本物と偽って使用ずる目的で偽造することは法律により罰せられます。 

. 公務員または役所び作成した免許証、登記簿膽本その他の証明書や文書 
. 私人び作成した契約書その他権利義務や事実証明に関する文書 
.役所または公務員の印影、署名または記号 
• 串ム人の印影または署名 


関保法律 

• 刑法 

•郵便法 


• 著作権法 

• 郵便切手類模造等取締法 


• 通貨及証券模造取締法 

• 印紙犯罪処罰法 


. 外国二於テ流通スル貨幣紙幣銀行券証券偽 

• 印紙等模造取締法 


造変造及模造二関スル法律 





ム安をにお使いいただ < ために 


本製品をお使いになる前に、この「安全にお使いいただくために」をよくお読みいたださ、 
正しくご使用ください。ここに書かれている警告•を意事項は、お使いになる人や他の人へ 
の危害、財産への損害を未然に防ぐための内容ですので、必ずお守り <ださい。また、本書 
に記載されていることじ(がは行わないでください。 


設置について 


A 警告 


. アルコール、シンナーなどの引火性溶剤のおくに設置しないでください。引火性溶剤が製品 
内部の電気部品などに接軸すると、火がや感電の原因になりまず。 

• 製品の上に次のよラな物を置かないでください。これ5が製品内部の電気部品などに接軸す 
ると、火災や感電の原因になります。 

製品内部に入った場合は、直ちに電源をオフにし①、 USB ケーブルを接続している場合は、 
US 巨ケーブルを抜いて<ださい®。そのあと、電源プラグを抜いて感、アース線を取り列 
し④、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

. アクセヴ U —などの金属物 

-コップや巧瓶、植木鉢などの水や液体が入った容器 
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A 注意 


• ぐ 5 ついた台の上や傾いた所などの不安定な場所、振動の多い場所に設置しないでくださ 
し、。落ちたり倒れたりして、けがの原因になることがあります。 

•製品には通気□びありますので、壁や物でふさがないよラに設置してくださし、またベッド 
やソファー、毛足の長いじゅラたんなどの上に設置しないでください。通気□をふさがれる 
と製品内部に熱がこもり、火災の原因になることがあります。 

•製品を次のよラな場所に設置しないでください。火がや感電の原因になることがあります。 

-湿気やほこりの多い場所 

-調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気があたる場所 
. 雨や雪が降りかかるよラな場所 
-水道の蛇□付おなどの水気のある場所 
-直射日光のあたる場所 
-高温になる場所 
-火気におい場所 

•製品を設置する場合は、製品と床面、製品と製品の間に手などを挟まないよラに、ゆっくり 
と慎重に巧ってくださし、手などを挟むと、けがの原因になることがありまず。 
•インタフェースケーブルを接続する場合は、本書の指示に従って正しく接続してください。 

正しく接続しないと、製品の故障や感電の原因になることげありまず。 

•製品を持ち運ぶ場合は、本書の指示に従って正しく持ってください。製品を落としたりし 
て、けがの原因になることがありまず。（一設置場所に運ぶ： P .2-3) 


電源について 


A 警告 


•電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したりしないでくださし^。また重いものを置い 
たり、引っぱったり、無理に巧げたりしないでください。傷ついた部分か5漏電して、火災 
や感電の原因になりまず。 

•電源コードを熱器具に近づけないでください。コードの被覆が溶けて、火災や感電の原因に 
な0ます。 

•濡れた手で電源プラグをおさ差ししないでください。感電の原因になります。 

•タコ足配線はしないでください。火災や感電の原因になります。 

•電源コードを束ねにり、結んだりしないでください。火災や感電の原因になります。 

•電源プラグは電源コンセントの奥までしっかりと差し込んでください。しっかりと差し込ま 
ないと、火災や感電の原因になりまず。 

•付属の電源コード技外は使巧しないでください。火災や感電の原因になりまず。 


X 





.アース線を接続してください。アース線を接続しないで万一漏電した場合は、火災や感電の 
原因になります。 



• アース線を接続ずるときは、材下の点にご注意くださし、。 

[アース線を接続してもよいもの] 

-電源コンセントのアース線端子 

•接地工事 （ D 種）が行われているアース線端子 

[アース線を接続してはいけないもの] 

-水道管•••配管の送中でプラスティックになっている場合があり、その場合にはアースの役 
目を果たしません。ただし、水道局がアース対象物として許可した水道管にはアース線を 
接続でさます。 

-ガス管•••ガス爆発や火災の原因になります。 

-電話線のアースや避雷が•••落雷のときに大きな電流が流れ、火災や感電の原因になりま 
す。 

•原則的に延長コードを使用しての接続やタコ足配線はしないでください。やむを得ず延長 
コードを使用したり、タコ足配線をする場合は使巧者の責任において、切下の点に注意して 
ご使用ください。誤った使いかにをずると、火災や感電の原因にな0ます。 

-延長コードに延長コードの接続はしないでください。 

•製品を使用した状態で、電源プラグの接続部分の電圧が、定格銘版ラベル（製品背面に記 
載）に明示されている電圧になっているかを確認してください。 

•延長コードは定格銘版ラベル（製品背面に記載）に明示されている製品に必要な電流値に 
比べて十分にお浴のあるものをご使用ください。 

-使用時は束ねをほどき、電源コードと延長コードの接続が確実になるよラに與まで電源プ 
ラグを差し込んでください。 

-延長コードが異常に発熱していないか、定期的に確認してください。 

• アース線を接続ずる場合は、必ず電源プラグを電源コンセントに接続する前に行ってくださ 
し、。また、アース線を取り外ず場合は、必ず電源プラグを電源コンセントか5抜いて行って 
<ださし、。 
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A 注意 •表をされた凹列の電源電圧で使用しないでください。火災や感電の原因になることびありま 
ず。 

•電源プラグを抜くときは、必ずプラグを持って抜いてください。電源コードを引っぱると、 
電源コードの芯線の露出、断線など電源コードが傷つき、その部分か5漏電して、火がや感 
電の原因になることがありまず。 

•いつでも電源プラグが振けるよラに、電源プラグの周りには物を置かないでください。非常 
時に電源プラグが抜けなくなります。 


取り扱いについて 


A 警告 


.製品を分解したり、改造したりしないでください。内部には高圧■高温の部分があり、火災 
や感電の原因になりまず。 

•電気部品は誤って取り扱ラと思わめけがをして危険です。電源コードやケーブル類、製品内 
部のギアや電気部品に子供が触れないよラに注意してください。 

•異常な音がしたり、煙が出たり、熱が出たり、変なにおいがした場合は、直ちに電源をオフ 
にし、 US 巨ケーブルを接続している場合は、 USB ケーブルを巧いてください。そのあと、 
電源プラグを抜いて、アース線を取り外し、お買いホめの販売店にご連絡ください。そのま 
ま使用ずると、火災や感電の原因になりまず。 

•製品の近くでは可燃性のスプレーなどは使用しないでください。スプレーのガスなどが製品 
内部の電気部品などに接軸すると、火がや感電の原因になりまず。 

.製品を移動させる場合は、必ず電源をオフにし、電源プラグを抜き、インタフェースケーブ 
ルを取りがしてくださし、そのまま移動すると、電源コードやインタフェースケーブルが傷 
つさ、火災や感電の原因になります。 

•製品内部にク U ップやステイプル針などの金属片を落とさないでください。また、水、液体 
や引火性溶剤（アルコール、ベンジン、シンナーなど）をこぼさないでください。これ！5が 
製品内部の電気部分に接軸ずると、火災や感電の原因になりまず。これ5が製品内部に入っ 
た場合は、直ちに電源をオフにし、 US 巨ケーブルを接続している場合は、 US 日ケーブルを 
抜いてください。そのあと、電源プラグを抜いて、アース線を取り外し、お買いホめの販売 
店にご連絡ください。 

•電源プラグを電源コンセントに接続している状態で USB ケーブルを接続するときは 、マー 
ス線が接続されていることを確認してか5巧ってください。アース線び接続されていない状 
態で行ラと、感電の原因になります。 

•電源プラグを電源コンセントに接続している状態で USB ケーブルをおさ差しするとさは、 
コネクタの金属部分に触れないでください。感電の原因になります。 


A 注意 


•製品の上に重いものを置かないでください。置いたものが倒れたり、落ちてけがの原因にな 
ることがありまず。 

•メインボードや拡張ボード、 RAM 、 ROM の取り扱いには注意してくださし、。メインボード 
や拡張ボード、 RAM 、 ROM の角や部品の鋭利な部分に觸れると、けがの原因になることが 
あります。 

•夜間などで長時間ご使用にな！5ない場合は、安全のため電源をオフにしてください。また、 
連休などで長時間ご使用にな5ない場合は、安全のため電源をオフにし、電源プラグを巧い 
て < ださい。 

.レーザー光は、人体に有害となる恐れがあります。そのため本製品では、レーザー光はレー 
ザースキャナ ユニッ 卜内にカバーで密閉されており、お客様が通常の操作をする場合には 
レーザー光が漏れるむ配は全くありません。安全のために喊下の注意事項を必ずお守りくだ 
さい。 






• 本書で指示された LU 外のカバーは、絶対に開けないでくださし、。 

-レーザースキャナ ユニッ トのカバーに貼ってある注意ラベルをはがさないでください。 

. 万ーレーザー光が漏れて目に入った場合、目に障害が起こる原因になることがあります。 



す。 


保守/点検について 


ム警告 


.清掃のときは、電源をオフにし、 USB ケーブルを抜き、電源プラグを抜いてください。火 
災や感電の原因にな0まず。 

.電源プラグを定期的に抜き、その周辺およびコンセントにたまったほこりや巧れを、乾いた 
巧で}式き取ってください。ほこり、湿気、油煙の多いところで、電源プラグを長期間差した 
ままにすると、その周囲にたまったほこりが湿気を吸って絶縁不良となり、火災の原因にな 
0ます。 

•清掃のときは、必ず水または水で薄めた中性洗剤を含ませて固く絞った巧を使用してくださ 
し、。アルコール、ベンジン、シンナーなどの引火性溶剤は使用しないでください。引火性;'容 
剤が製品内部の電気部品などに接軸すると、乂災や感電の原因になりまず。 

•製品内部には高圧になる部分びあります。紙づまりの処理など内部を点検するときは、ネッ 
クレス、ブレスレットなどの金属物が製品内部に輔れないように点検してください。やけど 
や感電の原因になりまず。 

•使用済みのドラムカートリッジやトナーカート U ッジ、廃トナー容器を火中に投じないでく 
ださい。ドラムカートリツジやトナーカートリッジ内に残ったトナーに引火して、やけどや 
火災の原因にな0ます。 
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A 注意 


•製品内部の定着器周辺は、使用中に高温になりまず。紙づまりの処理など内部を点検すると 
きは、定着器周辺に軸れないように点検してください。やけどの原因になることがあります。 



•紙づまり処理やドラムカートリッジ、トナーカートリッジ、魔トナー容器を交換するとき 
は、トナーで巧服や手を巧さないよラに注意してください。巧服や手が巧れた場合は、直ち 
に水で洗い流してください。温水で洗ラとトナーが定着し、ミちれがとれなくなることがあり 
まず。 

•紙づまりで用紙を製品内部か5取り除くときは、紙づまりしている用紙の上にのっている卜 
ナーが飛び散5ないよラに、 T 寧に取り除いてください。トナーが目や□などに入ることが 
あります。トナーが目や□に入った場合は、直ちに水で洗い流し、医師と相談してください。 

•用紙を補給するときや紙づまりを取り除くときは、巧紙の端で手を切ったりしないよラに、 
注意して扱ってください。 


消耗品について 


A 警告 


• トナーカートリッジを火中に段じないでください。トナーに引火して、やけどや火災の原因 
になりまず。 

. トナーカートリッジ、巧紙は火気のある場所に保管しないでください。トナーや用紙に引火 
して、やけどや乂がの原因になりまず。 


A 汪意 


トナーカート U ツジなどの消耗品は幼巧の手が届かないところへ保管してください。ちし卜 
ナーカートリツジ内のトナーを飲んだ場合は、直ちに医師と相談してください。 


その他 


A 警告 


ドラムカート U ツジか5微弱な磁気が出ていまず。む臓ペースメーカーをご使用の方は、異 
常を感じたドラムカートリッジか5離れてください。すぐに、医師にご相談ください。 


XIV 



















CHAPTER 


設置ずる前に 


この章では、本プリンタに装着可能なオプション品の紹介と取り付け手順、設置場所の巧め 
かたについて説明していまず。 
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オプション品について 


本プ U ンタの機能をフルにまかしてお使いいただくために、次のよラなオプション品を用意 
しています。必要に応じてお買いホめください。オプション品については、本プ U ンタをお 
買いホめになった販売店にお問い合わせください。 


ぺーパーフイーダ 


本プ I 」ンタは、標準状態で給祇力たットと手差しトレイの合計2つの給紙元がありまず。才 
プシヨンの己已〇枚ペーパーフィーダを3台装着すると、最大己つの給紙元を使用するこ 
とが巧能です。 

巳己0枚ペーパーフィーダユニット PF -98 は、巳已0枚ペーパーフィーダと己已〇枚給紙力 
セットがセットになっています。 

巳已日枚給紙カセットには、 A 3、目4、 A 4、 目己、 A 已、レジャー （1] X 17)、リーガル、 
レター、エグゼクティブサイズと政下のユーヴ設定サイズの用紙を普通祇（目4邑 / m 2 の場 
合）で最大約己巳日枚までセットでさます。 

. 縦置きの場合：幅210.日〜297.0 mm 、 長さ 210.0-431.8 mm 
• 横置きの場合：幅210.日〜297.0 mm 、 長さ] 48.0 〜297.0 mm 



周~ メモ1 •ペーパーフイーダは、最大3台まで取り付けることびできます。ただし、ぺデイスタル ( 
ボックスタイプ）を装着した場合は、2台までです。 

.ペーパーフイーダは、 LBP 已白日0/日目00専用です。他の機種用のペーパーフイーダは使 
用でさません。 

•ペーパーフイーダの取り付けかたについては、「ぺーパーフイーダ」（一 P .3-2) を参照し 
て < ださし、。 
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ぺデイスタル 


ぺデイスタルは、本プリンタを操作しやすい高さに設置したり、移動しやすくずるための専 
用台です。プ U ンタ本体の底面またはペーパーフイーダの底面に取り付けることびできま 
ず。移動用のキヤスタと固をするためのアジヤスタび付いています。 

ぺデイスタルには、キヤスタタイプとボックスタイプの2種類びあります。 



ぺデイスタル（キヤスタタイプ） ぺデイスタル（ボックスタイプ) 


メモ1 •ぺディスタル（キャスタタイプ）を装着した場合、ぺーバーフィーダは3台まで取0付け 
ることびできますび、ぺディスタル（ボックスタイプ）を装着した場合は吕台まででず。 
•ぺディスタルの取 D 付けかたについては、ぺディスタルに付属の取扱説日月書を参照してく 
ださい。 


設置ずる前に 


オプション品について 
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拡張 RAM 


お張 RAM は、メモリ容量を化張するための増設メモ1」です。本プ U ンタは 128 MB のメ 
モ U を標準装備しています。お張 RAM は1個増設可能で、メモ U 総容量を最大 384 MB 
まで増やずことび可能です。 



紀 RAM 容量（拡張 RAM 容量） 

印を保証サイズ 

128 (標準） 

巨已 

2已6 (十 128 MB ) 

巨4 

384 (+ 256 MB ) 

A 3 


表中に （+>^ MB ) とあるのは、標準の RAM に加えて必要なオプションの化張 RAM の 
容量を示しまず。 


表中の印字イ呆証サイズは、「データ処理」を「ファイン」、「階調処理」を「コウカイチョウ 
1」に設をし、片面カラープ U ントの場合の値です。また、用紙サイズは AB 系サイズを例 
にした場合の値でず。用紙サイズ晒積）は大きい順に12 X 18、 A 3、レジャー(1 1 X 
17)、 B 4、 角お2号封筒、リーガル、 A 4、 レター、4面八ガキ、エグゼクティブ、目已、 
A 己、 B 6、 往復八ガキ、洋お4号封筒、洋形2号封筒、八ガキです。 

プ U ント時のデータ処理解像度や階調処理、両面印刷、カラーモードの設定によって、次の 
ように印字イ呆証可能なサイズびをわります。上記の表の用紙サイズから換算してください。 


設定項目 

設定値 

ほ率 

データ処理/階調処理 

ファイン/高階調1 

等倍 

ファイン/高階調2 

]/2倍 

スーパー ファイン/標準 

]/2倍 

両面印刷 

しない 

等倍 

する 

]/2倍 

カラーモード 

カラー 

等倍 

モノク〇 

4倍 


謹す查刖に 


1-4 


オプション品について 





















重要 


の 


•あお RAM は、必ず本プ U ンタに対応した 3.3 V 用 SDRAM DIMM をご使用ください。キ 
ヤノン製}広お RAM ( RD -128 MR 、 RD -2 己巨 MR ) のご使用をおすすめしまず。また、 
本プ1」ンタに装着可能なあ張 RAM はな下の巧状をしていまずび、同じ形状のキヤノン製 
あ弓長 RAM ( RD - 白 4 MS 、 RD -128 MS , RD -256 MS ) を使用することはできません。 


本プ U ンタ用 SDRAM DIMM (3.3 V ) 


使用可 
4-切り欠き 


•化来のあ弓長 RAM □ IMM ( RD -4 M 、 RD -8 M 、 RD -16 M 、 RD -4 ME 、 RD -8 ME 、 RD -1 己 ME 、 
RD -8 MU RD -32 MU RD -64 ML ) は、使用でをません。誤って使用した場合は、正し 
く動作しません。 


従来の RAM DIMM (3.3 V 、 

已 V ) 

I 使用不可 


^切0欠を 



メモ1 .オーバレイなどの大量の登録データをの理する場合にちおお RAM の増設び必要です。 

. あお RAM の取り付けかたについては、「 RAM / ROM 」 卜 P .3-23) を参照してください。 


コント □— J レ ROM 


コント□ール ROM は、エ S ュレーシヨンモードを追加するための ROM です。本プリンタ 
を、お使いのパソコンに対応した専用プリンタのよラに動作させることがでさます。]枚の 
コント□ール ROM に、次のエミュレーシヨンモードとフオントが収録されています。 

. PC - PR 20 1 /80 A プ U ンタエミュレーシヨン（標準 N 201) 

. 旧 M 己已77プ U ンタエミュレーシヨン 

. HP -7 己已〇目 ( HP - GL ) プ□ッタエミュレーシヨン 

.バーコード巧フオント ROM ( FR - 目 FV 2 CL 相当） 

•バーコード巧フォント （ EAN -128、 標準料金代理収納用 EAN -128) 

本プリンタには、このコント□ール ROM を]個のみ増設巧能です。 



CR-HIT 


オプション品について 
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重要 


.コント□-ル R 日 M は、必ず本プリンタに対応したものに R - HIT ) をご使用ください。 


本プ U ンタ用 ROM DIMM (3.3 V ) 

-► 

使用可 < 

ホ約 2 mm 


山■約 3 mm 



•従来のつン I - □一 J レ ROM ( CR - 己曰77/2、 CR -3 已白/2、 CR - 已273/2、 CR -7 已已 0/ C 、 
CR -20 ] /2、 CR - ES /2、 CR - 己己77し CR -3 己白 L 、 CR - 已273し CR -7 己已〇し CR -201 L 
CR - ESL 、 CR - MEL 、 CR - MEN 、 CR - MES 、 CR - HIS ) は、使用でさません。誤って使用 
した場含は、正しく動作しません。 



. コント□-ル ROM を取り付けると八ードディスクの機能は使用できません。八ードディ 
スクの機能を使用ずる場合は、コント□ール ROM は取り付けないでくださし、。 


メモ I コント□-ル ROM の取り付けかたについては、 「 RAM / R 日 M 」 （一 P .3-23) を参照し 
て < ださし、。 
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八ードディスク 


八ードディスクは、受信したプ U ントジョブを一時的に保存ずるためのプリンタ内蔵型八一 
ドディスクです。八ードディスクを取り付けることにより、プ1」ントジョフのスプールや E 
メール印刷、日音号化セキュアプリント、セキュアプリント、電子ソート 、 RIP Once (リツ 
プワンス）などの機能び使えるよラになります。 



のみでず。 「 HD -11」 と記載されていない八ードディスクを誤って使用した場合は、正し 
<動作しません。 



• A —ドディスクを使用するときは、セットアップメニューの「タイムアウト」の設定を 
「シナイ」1；■(外に設定してください。工場出荷時の状態の ns ビヨウ」に設定すること 
をおすずめします。 

.コント□—ル ROM を取0付けている場合は、八ードディスクの機能は使用できません。 
ノ V — ドディスクの機能を使用する場合は、コント□—ル ROM を取りかしてください。 


メモ1 八ードディスクの取り付けかたについては、「八ードディスク」（一 P .3-3 白）を参照して 

ください。 


設置する前に 
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プロクラ マースマニュアル 


本プ U ンタ用のプ1」ンタドライバや印刷設定プログラムなどを作成するための、プ□グラ 
マー用の取扱説明書でず。次の3種類び用意されています。 

.プ□グラマーズマニュアル「ソフトウエア概説書4.2」 

( LIPS コマンドの概要を巧るための取扱説明書） 

.プ□グラマーズマニュアル「コマンド U フアレンス4.2」 

( UPS コマンドの手引を） 

.プ□グラマーズマニュアル「クックブック4.2」 

(プ□グラムサンプル集） 

メモ I LIPS IVのプ□グラマーズマニュアルは、キヤノンホームページからダウン□—ドするこ 
とびでさまず。 


謹す查刖に 
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設置手順について 


本プリンタは、取り付けるオプション品によって、設置ずる手順び異なりまず。お買いホめ 
になったオプション品の内容をお認し、次表の手順で作業を行ってください。 


^オプシヨン品の取り付け位置 
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設置の手順 


お客様の設置状況に合わせ、該当する手順にそって作業を進めて<ださい。オプション品を 
取り付けない場合は、（オプション）と表記された手順は読み飛ばしてください。 


ぺディスタルの設置卜ぺディスタルに付属の取扱説明書） 
ぺーパーフイーダの設置（一 P .3-2) 


(オプション） 


プ U ンタ本体の設置（一 P .2-3) 


電源 コー ド、 アース 線の接続 （一 P .2-1 已） 


ドラムカートリツジのセット（一 P .2-20) 


トナーカートリッジのセット（一 P .2-40) 


用紙のセット（一 P .2-47) 


RAM / ROM の取り付け（一 P .3-23) 
八ードディスクの取り付け（一 P .3-39) 


(オプション) 


本体とパソコンの接続 （^ P .2-58) 
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設置場巧と取 D 巧いについて 


本プリンタを安全かつ快適にご使用いただくために、「設置環境」に記載されている「温度 
/湿度条件」、「電源条件」、「設置条件」を満たした場所に設置して<ださい。また、取り扱 
いについてのミ主意事項を記載しています。お使いになる前に必ずお読みください。 


重要 


本プ U ンタを設置する前に、「安全にお使いいただくために」 （^P.ix) を必ずお読みくだ 
さい。 


ミ凡ち I 四+さ 

、 欧置柏坑 


本プリンタの設置場所は、次の環境条件を考慮の上、お選びください。 


:血度//显度ホ件 

温度、湿度び次の範囲内の場所でご使用 < ださい。 

• 周囲温度：10〜30 °巳 

•周囲湿度： ] 日〜8日％ RH (結露のないこと） 


重要 


•巧のような場合は、プ IJ ンタ内部に水滴び生じる瓶露）ことびあります。本プI」ンタを 
周囲の温度や湿度に慣6すために、2時間け上放置してか5ご使用ください。 

-本プI」ンタび設置されている部屋を急激に暖めた場合 
' 本プI」ンタを温度や湿度びほい場所から高い場所へ移動させた場合 
.プ IJ ンタ内部に水滴びちじると、用紙の搬送に不具合び起こり、紙づまりの原因となった 
り、プ U ント不良となることびあります。 


■ 超音波加湿器をご使用のお客様へ 

超音波加湿器をご使用の際に、水道水や井戸水をご使用になりまずと、水中の不純物び 
大気中に放出され、プリンタの内部に付着して画像不良の原因となります。ご使用の際 
には、純水など不純物を含まない水のご使用をおずすめします。 


電腺件 

本プ U ンタの最大消費電力は ] 300 W * (下です ( AC100V +10%、已0/己 OHz ± 
2Hz)。 電気的なノイズや許容範囲を超える電源電圧の降下は、本プリンタだけでなく、パ 
ソコン本体の誤作動やデータ消失の原因になることびあります。 

* ま：この値は起動時の瞬間的なピークを除いた値です。 

電源を接続するとさは、次の事項をお守りください。 

•必ず]已 A し U 上の電源コンセントに、プ U ンタの電源を接続してください。 

• アース線を接続してください。 

お使いの電源について不明な点びあれば、ご契約の電力会社またはお近<の電気店などにご 
相談ください。 
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A 警告アース線を接続してください。アース線を接続しないで万一漏電した場合は、火災や感電 
の原因になります。 



重要 


. 一つの電源コンセントを本プ U ンタ専用にしてください。同一電源コンセント上の他の差 
し込み口は、使用しないでください。 

•パソコン本体の補助コンセントに電源を接続しないでください。 

•複写機やエアコン、シュレッダーなど、消費電力の大さな機器や電気的ノイズを発生ずる 
機器と同じコンセントに電源を接続しないでください。 


設談件 

本プリンタは、次のよラな場所に設置してください。 

• 十分なスペースが確保できる場所 
•風通しがよい場所 
•平坦で水平な場所 

• 本プリンタおよびオプション品の質量に耐えられる十分な強度のある場所 

A 警告 アルコ-ル、シンナーなどの弓 I 火性溶剤の近くに設置しないでください。引火性溶剤が製 

品内部の電気部品などに接軸すると、火災や感電の原因になります。 

A ミ主意 • 本プリンタを次のよラな場所に設置しないでください。火災や感電の原因になることがあ 
りまず。 

•湿気やほこりの多い場所 

•調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気びあたる場所 
-雨や雪が降りかかるよラな場所 
-水道の蛇□付近などの水気のある場所 
•直射日光のあたる場所 
•高温になる場所 
•火気に近い場所 

• ぐ 5 ついた台の上や傾いた巧などの不安定な場所、振動の多い場所に設置しないでくださ 
し、。落ちたり倒れたりして、けがの原因になることがあります。 
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重要 


本プリンタは次のよラな場所に設置しないでください。故障の原因となることびありま 
す。 

-急激な温度変化や湿度変化びある場所や結震の発生する場所 
■ 風通しの悪し'^場尸斤 
-聰気や電磁波を発生ずる機器の近く 
■実験室など、化学反応を起こすよラな場所 

-空気中に、塩分やアンモニアガスなどの腐食性または毒性のガスを含んでいるような場 
所 

-本プ U ンタおよびオプション品の質量で歪んだり、沈む可能性のある場所（じゅラたん、 
置などの上） 


設置スペース 


本プリンタの周囲には、次のよラな空間を確保し、本プリンタの質量に耐えられる場所を選 
んで設置して<ださい。周囲に必要な寸法、足の位置は次のよラになっています。 


周囲に必要なスペース 

■ 標準状態 



■ 5已〇枚ぺ一\’ーフイーダ X 3段装着げ態 
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■ぺデイスタル（ボックスタイプ）装着状態 


■己已〇巧ペーパーフィーダ X 2段+ぺデイスタル（ボックスタイプ）装着状態 





■ぺディスタル（キヤスタタイプ）装着状態 



9’91.9广 

S の〇广 

卜广6 


〇寸扫 


等 Z 


謹する前に 
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足の位置 

■ プリンタ本体 


@ メモ]ゴム足の高さは日 mm 、 先端は前側 ] 已 mmx 23 mm 、 後側 24 mm x ] 日 mm の長ち 
形です。 


■ 550枚ぺーパーフイーダユニット PF -98 




■已已0枚ペーパーフィーダ X 3段+ぺディスタル（キヤスタタイプ）装着状態 
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Z 山！.寸 
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設置ずる前に 
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メモ I 足の高さは己 mm 、 先端の直径は 1 8 mm です。 


■ぺデイスタルのキヤスタ、アジヤスタの位置 


• アジヤスタ 

27 495 175 


• キヤスタ 

,67 570 飢 


( mm ) 

の 

c\j 

巧 


取り扱い上のごミ主意 


A ミ主意 万一、本体の八ードディスクに不具合が発生した場合、受信したデータや記録保存した 
データが消失することがあります。八ードディスクを重要なデータの記録保存には使用し 
ないことをお勧めします。お客様のデータの消失による損害につきましては、興社は一切 
その責任を負えませんので、あ 5 かじめご了承ください。 



S’Z9I. - 01.2 - S’Z91. 


9ZZ 0 ま りに 
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CHAPTER 


この章では、本プリンタをパッケージか6取り出して設置ずるまでの手順について説明して 
いまず。オプション品を同時に取り付ける場合には、第3章「オプション品の取り付け」と 
併せてお読みください。 


パツケージの内容を確認する .2-2 

設置場所に運ぶ .2-3 

個包材を取り外す .2-5 

電源コードを接続ずる .2-1 己 

ドラムカートリ ツ ジを セツ トする .2-20 

トナー•力ートリツジをセツトする .2-40 

用紙をセツトずる .2-47 

給紙カセツトに用紙をセツトずる .2-48 

パソコンと接続する .2-58 

□日 S / Wind 日 WS パソコンとの接続 .2-58 

Macintosh パソコンとの接続 .2-61 

ネツトワークとの接続 .2-63 

その他のパソコンとの接続 . 2-日色 


2-1 



















パッケージの内容を確認する 


プ U ンタを設置する前に、パッケージに政下のものがすべて揃っているかを確認してくださ 
し、万一、不足しているものや破損しているものがあった場合には、お買い求めの販売店ま 
でご連絡ください。 



□フリンタ本体 

(給紙カセット、定着器、廃トナー容器 
が取り付け5れています。） 



□電源コード 


□アース線 


□ 用紙ヴイズシール □ 用紙ヴイズ表示板 




□ドラムカート U ツジ X 4 
(Drum Cartridge 502) 



□ トナーカート U ツジ X 4 
(Toner Cartridge 百0 2) 



□交換用廃トナー容器 



□フェライトコア 



□保証書 



□取扱説明書 

■設置時にお読みください 
■ かんたん操作ガイド 



□ FontGallery Deluxe CD 
全書体見本 



□ LIPS V User Software CD-ROM 
■ プリンタドライパ 
■ユーテイリテイソフト 


□取扱説明書 CD-ROM 
■ 設置ガイド 
■ ユーザーズ ガイド 
国 LIPS ソフトウェアガイド/本編 
■ネットワークガイド/本編 
■ UPS 機能ガイド 
■ リモート UI ガイド 


メモ I 本プリンタにはインタフェースケーブルは付属していません。お使いのパソコン、または 
接続ち法に合わせてご用意ください。 


プリンタの設置 
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パッケージの巧客を確認する 






































設置場所に運ぶ 


設置場所び確なでさたら、本プリンタをパッケージから取り出し、設置場所へ運びます。 


重要 


.本プ U ンタ用ぺディスタルを使用せずに本体のみを設置する場合は、本体の質量に耐え5 
れる机などに設置してください。 

•本プリンタおよびオプション品の質量で歪んだり、なむ可能性のある場所（じゅラたん、 
畳などの上）には設置しないでください。 

.オプションのぺディスタルやペーパーフィーダを取0付けるとさは、プ U ンタ本体をパッ 
ケージか!5取り出す前にぺディスタルやペーパーフィーダを設置してください。ぺディス 
タルの設置方法については、ぺディスタルに付属の取扱説明書を、ペーパーフィーダの設 
置でまについては、「ペーパーフイーダ」（一 P .3-2) を参照してください。 


1 プリンタ本体をパッケージか5取り出し、設置場所へ運びまず。 

プリンタ本体下部にある運搬用取っ手に4人で手を掛け、同時に持ち上げて運びます。 



設置場所に運ぶ 
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A 注意 •本プ u ンタは、トナーカートリツジ、ドラムカート U ツジを取り付けていない状態で約 
己 2 k 旨あります。必ず4人上で腰などを痛めないように注意して持ち運んでくださし、。 
•絶対に給紙カセツトなど、運搬用取っ手料外の部分を持たないでください。落としてけび 
の原因になることがありまず。 



重要 


• プ U ンタ本体の取り出し作業は、周囲に十分なスペースびあるにい場所で、必ず4人 ULL 
で巧って < ださし、。 

•給紙カセツトや前カバーなどを止めているテープは、付けたまま持ち運んでください。 


2 設置場所にゆっくりとおろします。 


A ミち意 プ U ンタはゆっくりと慎重におろしてください。手などを巧むと、けがの原因になること 
があ0ます。 


重要 


設置場所には、オプション品の取り付けやケーブルの接続などを行ラためのスペースを確 
保しておいてください。 


2-4 


設置場所に運ぶ 































姻包巧を取 D かす 


本プリンタには、輸送時の振動や衝撃から装置を守るために、テープやお包材び取り付けら 
れていまず。設置場所へ運んだら、これ日のテープや捆包なを取りがしてください。 


重要 


.プ U ンタ内部にお包材び残っていると、動作時に印字不良や故障の原因になります。必ず 
手順にしたびって捆包材を残さずに取0がしてください。 

•取りがしたお包材は、移転や移設、修理などの輸送時に必要になります。なくさないよラ 
大切に保管しておいてください。 


メモ] 個包材は予告なく位置-形状び変更されたり、追加や削除されることびあります。 


1 前カバーや給紙カセット、後カバーを止めているテープ（己箇所）と姻包 
材を取りがします。 




栖包材を取り外ず 


2-5 

































物メモ I 

ク 


重要 


後 カバーを 止めて いるテープを 取りがすときは、図のよラに手で媛 カバーを 押さえなび 
ら、 テープを 取りがしてください。 

前 カバーを 開けまず。 

前 カバーち 側に あるレバーを 巧しなび5、前 カバーを 手前に開けます。 



前カバーを開けるときは、必ず手差しトレイと本体の給紙カセツトび閉まっていることを 
確認してくださし、。 
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姻包材を取り外ず 














3 定着器を手前に倒します。 

図のよラに定着器の左ちにある□ック解除ボタンを巧しなび5①、取っ手を持って定着器 
を手前に倒します®。 



重要 


定着器に取り付け5れているヒモ付さ金具は、次の手順で取りがします。定着器び手前に 
倒れていないが態でヒモ付き金具を取りがさないでくださし、。 


栖包材を取り外ず 
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4 定着器のヒモ付き金具はヒモを持って引き抜きます。 


5 ITB ユニットカバーの裏側にある個包材を取りがします。 

框 I 包材にはテープび付いています。お包巧はテープと一緒に取りがします。 




プリンタの設置 
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姻包材を取り外ず 




















6 取っ手を持って定着器を元の位置に戻し①、左ちの取っ手を図のよラに 
押します②。 


取っ手、 




個包材を取り列ず 
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7 前 カバーを 閉めまず。 

図のよラに、両手で前カバーに手をそえて①、両手で前カバーを巧して閉めます③。 




A ミ主意前カバ-は、図のように前カバーの前部を押して閉めてください。前カパー左ちのレバー 
部を持って閉めると、指を挟んでけがの原因になることがありまず。 


プリンタの設置 


2-10 個包材を取り列ず 






















8 給紙カセットを引き出しまず。 


給紙カセツトを止まる位置まで引さ出します®。 



給紙カセツトの手前を少し持ち上げてか5②、図のように手をそえて引き出します③。 




栖包材を取り外ず 2-11 






















の 


重要 


給紙カセツトは水平に引き抜くことはできません。無理に引き抜こうとすると給紙カセツ 
卜を破損することびあります。 


9 図の位置にあるテープを取りがしまず。 



10 給紙カセツト内部の徊包材を取りがします。 



プリンタの設置 


2-12 個包材を取り列ず 













重要 


•給紙カセツトには、個包材び取0付けられています。必ず給紙カセツトを引を出し、残さ 
ずに取0外してください。 

•給紙カセツトの黒いゴムパツドには舰れないでください。給紙不良の原因になります。 



11 給紙カセツトをプリンタ本体にセツトします。 

図のように給紙カセツトを両手で持って、止まる位置まで差し込みます①。 



栖包巧を取り外す 2-13 












給紙カセットの手前をかし持ち上げてか日③、給紙カセットの前面び、プ U ンタの前面と 
揃ラまで、しっか〇と奧まで巧し込みます®。 
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電源コードを接続する 


本プリンタの電源 コードとアース 線の接続方法を説明します。接続する際には「安全にお使 
いいただくために」（一 P . ix ) を必ずお読みください。 

ik 警告•電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したりしないでください。また重いものを置 
いたり、引っぱったり、無理に巧ばたりしないでください。傷ついた部分か5漏電して、 
火災や感電の原因になりまず。 

•電源コードを熱器具に近づけないでください。コードの被覆び溶けて、火災や感電の原因 
になります。 

•濡れた手で電源プラグを抜さ差ししないでください。感電の原因になりまず。 

•タコ足配線はしないでください。火がや感電の原因になりまず。 

•電源コードを束ねたり、結んだりしないでください。乂がや感電の原因になりまず。 
•電源プラグは電源コンセントの奧までしっかりと差し込んでください。しっかりと差し込 
まないと、火災や感電の原因になります。 

•付属の電源コード ly 列は使用しないでください。火災や感電の原因になります。 

.アース線を接続してください。アース線を接続しないで万一漏電した場合は、火災や感電 
の原因になります。 



•アース線を接続するとさは、技下の点にご注意ください。 

[アース線を接続してもよいもの] 

-電源コンセントのアースを泉端子 
-接地工事 （ D 種）び行われているアース線端子 
[アース線を接続してはいけないもの] 

-水道管•••配管の違中でプラスティックになっている場合があり、その場合にはアース 
の役目を果たしません。ただし、水道局がアース対象物として許可した水道管にはアー 
ス線を接続できます。 

-ガス管•••ガス顧発や火災の原因になります。 

-電話線のアースや避雷針•••落雷のとをに大きな電流が流れ、火ぶや感電の原因になり 
ます。 


プリンタの設置 


電源 コードを接続する 2-15 





























• 原則的に延長コードを使用しての接続やタコ足配線はしないでください。やむを得ず延長 
コードを使用したり、タコ足配線をする場合は使用ちの責任において、拉下の点に注意し 
てご使用ください。誤った使いかたをずると、火災や感電の原因にな0ます。 

•延長コードに延長コードの接続はしないでください。 

•製品を使用した状態で、電源プラグの接続部分の電圧が、定格銘版ラベル（製品背面に 
記載）に明示されている電圧になっているかを確認してください。 

•延長コードは定格銘版ラベル（製品背面に記載）に明示されている製品に必要な電ミ荒イ直 
に比べて十分に余裕のあるものをご使用ください。 

-使用時は束ねをほどさ、電源コードと延長コードの接続が確実になるよラに奥まで電源 
プラグを差し込んでください 

•延長コードび異甫に発熱していないか、定期的に確認してください。 

. アース線を接続する場合は、必ず電源プラグを電源コンセントに接続する前に行ってくだ 
さい。また、アース線を取り外す場合は、必ず電源プラグを電源コンセントか5振いて 
行ってください。 

A 注意 • 表おされた切外の電源電圧で使用しないでください。火災や感電の原因になることがあり 
ます。 

•電源プラグを巧くとさは、必ずプラグを持って抜いてください。電源コードを引っぱる 
と、電源コードのお線の露出、断線など電源コードが傷つき、その部分か6漏電して、火 
災や感電の原因になることがあります。 

• いつでも電源プラグが抜けるよラに、電源プラグの周りには物を置かないでください。非 
常時に電源プラグが抜けなくなります。 

• 感電防止のため、プ U ンタの電源コードが接続されていないことを確認してか5アース線 
を接続してください。 

• プ U ンタとコンピュータが US 日ケーブルで接続されているときは、感電防止のため 、 USB 
ケーブルを抜くか、コンピュータの電源コードを振いてか！5アース線を接続してくださ 
い。 


重要 


•アース線を接続するとをは、プリンタ、パソコン双方とわ接続してください。片方だけ接 
続すると、機器間に電位差び生じ故障の原因になることびあります。 

•パソコン本体の補助コンセントに電源を接続しないでください。 

• 一つの 電源コンセントを本プ U ンタ専用にしてください。同一電源コンセント上の他の差 
し込み口は、使用しないでください。 


2-16 電源コードを接続ずる 




プリンタの電源スイッチがオフになっていることを確認します。 

電源スイッチの"〇"側を巧した巧態びオフです。 



2 アース線端子のネジをゆるめて取りがし、付属のアース線をネジ止めし 
まず。 



重要 


•アース線び、電源コード差し込み□にかか!5ないよラにアース線を取り付けてください。 
•アース線端テのネジを取りがすときは、ワッシャーをアース線端テの下にある溝に落とさ 
ないように気を付けて取りがしてください。 


電源コードを接続ずる 2-17 






























3 電源コード差し込み□に、付属の電源コードをしっかりと差し込みます。 



4 アース線を専用のアース線端子へ、電源プラグを電源コンセントへ接続 
します。 



2-18 電源コードを接続ずる 






































A 警告アース線を接続してください。アース線を接続しないで、万一漏電した場合は、火がや感 
電の原因になります。 



電源コードを接続ずる 2-19 




























ドラムカート u ツジをセツトする 


本プリンクは、工場出荷状態ではドラムカート U ツジは取り付けられていません。電源コー 
ドとアース線を接続したら、必ず同捆されている4つのドラムカート U ツジを取り付けて 
<ださい。 

ドラムカート1」ツジは、光に敏感な部品や精密な機構の部品で構成されています。取り扱い 
を誤ると、内部の感光ドラムび劣化し、印字品質び化下します。 


ik 警告 ドラムカート IJ ッジか! 5 微弱な磁気が出ていまず。む臓ぺースメーカーをご使用の方は、 

異常を感じたらドラムカート U ッジか 5 離れてください。ずぐに、医師にご相談ください。 


重要 


• ドラムカート U ッジを取り扱う際には、しソ下の点に気を付けてくださし、。 

-必ず本プ U ンタに付属のドラムカート U ッジを使用してください。 

-新品のドラムカート U ッジは、実隙に使巧するときまで保護袋か5取り出さないでくだ 
さい。 

-ドラムカート U ッジを本体から取0がしたとさは、すみやかにドラムカートリッジが 
入っていた保護袋に入れ、取り扱いには十分気を付けてください。 

-ドラムカート U ッジを取り扱ラ隙は、図のように青色の取っ手を持って正しく取り扱っ 
てください。立てたり、裏返したりしないでください。 




-ドラムカート U ッジは、保護袋に入っています。ドラムカート U ッジをセットする準備び 
できるまで、保護袋か5取り出さないでください。 

-巧部の感光ドラムを手で触れた D 、 傷を付けたりすると、印字品質び低下します。絶対に 
手で触れたり、ドラム保護シャッターを開けないでください。また、電気接点部など指定 
されたし^がの部分は、持ったり、触れた0しないで<ださい。故障の原因になることびあ 
りまず。 



ドラムカートリッジは、絶巧に直射日光や強い光に当てないでくださし、。 


2-20 ドラムカートリッジをセットずる 












-ドラムカートリッジをディスプレイやコンピュータ本体など、磁気を発生する装置に近付 
けないで < ださい。 

-ドラムカートリッジは磁気製品です。フ□ッピーディスクやディスクドライブなど、磁気 
を嫌ラ製品には近付けないでください。データ破損などの原因になることがあ0ます。 

-ドラムカートリッジを取り扱ラ際は、青色の□ック解除レバーび「@」の位置にあるこ 
とを確認してください。 



• ドラムカート U ツジを取0がすとさや取0付るとさは、図のよラにプ U ンタの左側から作 
業を行って< ださし、。 



@メモ] 捆包材は予告なく位置-形状び変更されたり、追加や削除されることびあります。 


プリンタの設置 


ドラムカートリツジをセツトずる 2-21 



























前カバーを開けまず。 

前カバーち側にあるレバーを巧しなび5、前カバーを手前に開けます。 


前カバーを開けるときは、必ず手差しトレイと本体の給紙カセツトび閉まっていることを 
確認して < ださい。 



プ U ンタの謹 


2-22 ドラムカートリッジをセットずる 












2 定着器を手前に倒します。 

図のよラに定着器の左ちにある緑色の□ック解除ボタンを押しなび5①、取っ手を持って 
定着器を手前に倒します®。 



ドラムカートリツジをセツトずる 2-23 


















3 上カバーを開けます。 


上カノ く一の青色の□ック解除ボタンを押します。 




2-24 ドラムカートリッジをセットずる 














重要 


. ITB ユニットの転写ベルトや IT 目ユニットカバーに触れた0しないでください。転写べル 
卜に傷がつくと、給紙不良や印字品質の低下の原因になります。 IT 目ユニットの転写べル 
卜に触れて印字品質び低下した場合は、ユーヴーズガイド「第4章曰常の ><ンテナンス」 
を参照して、 ITB ユニットの転写ベルトの清掃を行ってください。 IT 巨ユニットの転写べ 
ルトにトナーび付着している場合は、自動的に清掃する機能び付いていますので清掃する 
必要はありません。 



.ドラムカート U ッジを取0付ける位置は、図のよラに奧か5イエ□一、マゼンタ、シア 
ン、ブラックとなっています。 



4 ドラムカートリツジを箱か日取り出したあと、保護袋か日取り出します。 


重要 


ドラムカート U ッジび入っていた保護袋は、捨てずに保管しておいてください。プリンタ 
の;<ンテナンスなど、ドラムカート U ツジを取り出ずときに必要になります。 


ドラムカートリツジをセツトずる 2-25 




















5 ま意事項が記載されている用紙をドラムカートリツジから取りがして、 
内容をよく読みます。 

用紙はテープをはびしてか5①、取0がします®。 



6 図の位置にあるテープ付き乾燥剤 （1 個）を取りがしまず。 

テープ付き乾燥剤はテープをはびしてから©、取りがします風。 



2-26 ドラムカートリッジをセットずる 









7 図の位置にあるテープ付き徊包材 （1 個）を取りがしまず。 

テープ付き個包ネオは、テープを取りがし©、捆包ネオち同時に取りがします。栖包材び取り 
がせない場含は、倒してか5 @、取0がします®。 



8 図の位置にあるテープ付き徊包材 （1 個）を取りがしまず。 

テープ付き個包がは、テープを取りがし©、お包材ち同時に取りがします。栖包材び取り 
がせない場含は、倒してか5 @、取0がします®。 



プリンタの設置 


ドラムカートリツジをセツトずる 2-27 





9 図の位置にあるテープ付き徊包材 （1 個）を取りがしまず。 

テープ付き個包材は、テープをはびしてから①、栖包材を引き抜いてください®。 
テープを取りがす隙は、青色のシャッターを手で押さえなび5ゆっくりと取りがします。 




2-28 ドラムカートリッジをセットずる 







11 図の位置にあるテープ （3 枚）を①、②の順に取りがします。 

思)で取り外すテープは、テープの後端にもう1枚のテープび貼り付いていますので、 いつ 
しょに取りがします。 



12 ドラムカートリツジの青色の取っ手を持ち、図のように往復10〜1吕回 
振って、内部の現像剤を均一にな日します。 


ドラムカート U ツジの青色の取っ手を持ちまず。 



重要 


現像剤び均一でないと、印字品質び低下します。この操作は必ず行ってください。 


ドラムカートリツジをセツトずる 2-29 


















13 平らな場所に用紙などを數いて、その上にドラムカートリッジを置き、 
シーリングテープのタブを図のよラに倒します。 



重要 


. ドラムカート U ッジを置くときは、ドラムカートリッジの底面で机などを傷つけないため 
に、用紙などをドラムカート U ッジの下に敷いてくださし、。 

. シーリングテープを引き抜くときは、シ ー U ングテープの引き出し口付近を手で押さえな 
いでください。シー U ングテープび途中で切れ、完全に引き抜けなくなることびあります。 



. シーリングテープを引き抜くときは、ドラム保護シャッターを手で押さえつけないように 
気を付けて作業を行ってください。 



2-30 ドラムカートリッジをセットずる 


















14 ドラムカートリッジを巧さえながらシーリングテープ(長さ約 70 cm ) を 
ゆっくりと水平にまっすぐ引き抜きまず。 

シーリングテープを引さ抜く際、重くなる場合がありますび故障ではあ 
りませんので最後まで完全に引き抜きます。 



重要 


•シー U ングテープのタブを持って引さ巧さにくい場をは、図のよラにテープ部分を持って 
引さないてください。ただし、シー I 」ングテープには、トナーび付着していますので、卜 
ナーで手びミちれることびあります。 



.巧げて引いたり、上向きや下向きに引っ張5ないでください。シ ー U ングテープび途中で 
切れ、完全に引さ抜けなくなることびありまず。 

.シーリングテープは最後まで完全に引き抜いてください。シーリングテープびドラムカー 
卜 U ッジ内に残っていると、印字不良の原因になります。 

•引き巧いたシー U ングテープは、地域の条例にしたびって処分してください。 


ドラムカートリツジをセツトずる 2-31 














15 ドラムカートリッジをセットする前に、図のよラに□ック解除レバーの 
= 角 マークと ラベルの 「@ j の兰角 マークの 位置を同じ位置に合わせて 
<ださい。 



ドラムカート IJ ツジをセツトするときは、図のように青色の取っ手を持ちます。 



プリンタの設置 


2-32 ドラムカートリッジをセットずる 



































16 左ちのドラムカートリッジガイド付近にあるレバーが、図のように正し 
い位置にあるか確認します。 



正しい位置にレバーびないとドラムカート U ツジを取り付けることはでさません。図のよ 
ラにレノ V '—を正しい位置まで巧し上げます。 


♦正しくない位置 


♦正しい位置 



ドラムカートリツジをセツトする 2-33 





















17 ドラムカートリッジを本体にブラック （ K )、 シアン （ C )、 マゼンタ （ M )、 
イエ □— ( Y ) の順で取り付けまず。 

ドラムカート U ツジは奧に突さ当たるまで確実に取り付けます。 



図のようにドラムカートリツジの左ちの突起をドラムカート U ツジガイドに挿入します。 
♦ ドラムカートリツジガイド（左） 




重要 


ドラムカート U ツジは契に突を当たるまで確実に取0付けてください。確実に取0付けな 
いと、印字不良の原因になります。 


2-34 ドラムカートリッジをセットずる 



















fo 青色の□ック解除レバーを 「® j の位置までスライドさせて、□ックし 
まず。 

□ック解除レノ く一の云角マークとラベルの呈ちマークび合ラ位置までスライドさせまず。 



19 すべてのドラムカートリッジを取り付けた！5、上カバーを閉めます。 

プ U ンタの上カバーはレバーを持って①、ゆっくりと閉めます。 

上カバーを勢いよく閉めると、 IT 巨ユニットカバー③び元の位置に戻5ず、プリンタび破 
損する原因になります。 



プリンタの設置 


ドラムカートリツジをセツトずる 2-35 




































図のよラに上カバーの 「 PUSH 」 と記載されている部分を押して、上カバーを突き当たる 
まで確実に閉めます。 



図のようにレバーを持って、上カバーび開かないことを確認します。 



重要 


上カバーは突き当たるまで確実に閉めてください。確実に閉奴ないと、印字不良の原因に 
なります。 


2-36 ドラムカートリッジをセットずる 














20 取っ手を持って定着器を元の位置に戻し①、左ちの取っ手を図のよラに 
押しまず③。 


取つを、 




ドラムカートリツジをセツトずる 2-37 





















21 前 カバーを 閉めまず。 

図のよラに、両手で前カバーに手をそえて①、両手で前カバーを巧して閉めます③。 




A ミ主意前カバ-は、図のように前カバーの前部を押して閉めてください。前カパー左ちのレバー 
部を持って閉めると、指を挟んでけがの原因になることがありまず。 


プリンタの設置 


2-38 ドラムカートリッジをセットずる 






















么么 プリンタの電源スイッチの " r 側を巧して、プリンタの電源をオンにし 
まず。 



23 プリンタの動作音が止まるまで、約3〜4分お待ちください。 

プ U ンタの電源をオンにしてか5、約3〜4分でドラムカート U ッジの準備び完了します。 
ドラムカート U ッジの準備び完了すると、プリンタの動作音び止まります。電源をオンに 
したあと、4分 ULL 待ってか5、「トナーカート U ッジをセットする」 （-^ P .2-4 日）を参照 
して、トナーカートリッジを取り付けてください。 


プリンタの設置 


ドラムカートリツジをセツトずる 2-39 

















トナーカート u ツジをセツトする 


本プリンクは、工場出荷状態ではトナーカート U ツジは取り付けられていません。ドラム 
カート U ツジを取り付けたら、必ず同袖されている4色のトナーカート U ツジを取り付け 
て < ださい。 

トナーカートリッジは、精密な機構の部品で構成されています。取り扱いを誤ると、印字品 
質び低下しまず。 


ik を意 トナーで巧服や手をミちさないよラにま意してください。巧服や手び巧れた場合は、直ちに 

水で洗い流してください。温水で洗うとトナーび定着し、ミちれがとれなくなることがあり 
ます。 


重要 


トナーカートリッジを取り扱ラ際には、次の点に気を付けてください。 


必ず本プ U ンタに付属のトナーカート U ッジを使用してください。 

新品のトナーカートリッジは、実隙に使用するときまで保護パックから取り出さないで 
<ださし、。 

トナーカート U ッジを本体か日取り外したときは、ずみやかにトナーカートリッジが 
入っていた保護パックに入れ、取り扱いには十分気を付けてください。 

トナーカート U ツジを取り扱う際は、図のように取っ手を持って取り扱ってくださし、。 



2-40 トナーカートリッジをセットずる 




























図のよラにトナーカートリッジの□ック解除レバーを持ったり、シャッター部を触った 
りしないでください。また、指定された！;(がの部分は、持ったり触れた0しないでくだ 
さい。故障の原因になることびあります。 



@ メモ]個包材は予告なく位置-形状び変更されたり、追加や削除されることびありまず。 


1 プリンタの動作音が止まっていることを確認します。 

ドラムカートリッジを取0付けたあと、プ U ンタの電源をオンにしてか5、約3〜4分で 
ドラムカートリッジの準備び完了します。ドラムカート U ッジの準備び完了ずると、プ U 
ンタの動作音び止まります。 


2 トナーカバーを開けます。 



プリンタの設置 


トナーカートリッジをセットずる 2-41 


















の 


重要 


トナーカート U ッジを取り付ける位置は、図のよラに契か5イエ□—、マゼンタ、シア 
ン、ブラックとなっています。 



3 トナーカートリッジを確か日取り出したあと、保護パックから取り出し 
まず。 

保護バックは上面の中央部を持って、左ちに開さまず。 



重要 


トナーカート U ッジび入っていた保護パックは、捨てずに保管しておいてください。プ U 
ンタの y ンテナンスなど、トナーカート U ツジを取0出すとさに必要になります。 


2-42 トナーカートリッジをセットずる 





















4 図のようにトナーカートリッジの取っ手部分を下側にして、上下に往復 
10回振って、内部のトナーを均一にな日します。 


トナーび均一でないと、印字品質び低下します。この操作は必ず行ってください。 



トナーカートリツジをセツトずる 2-43 















5 図のように取っ手を持って、トナーカートリッジを本体に挿入し①、止 
まるまでゆっくりと f 甲し&みます®。 




2-44 トナーカートリッジをセットずる 















トナーカートリツジとトナーカバーにある夕きの向きび合うように取り付けます。 



6 □ツク解除レバーを r ⑥」の位置まで倒して、トナーカートリツジを□ツ 
クします。 



プリンタの設置 


トナーカートリツジをセツトずる 2-45 
































































□ック解除レノ く一の王角マークをトナーカート U ッジの兰角マークに合わせます。 



7 ずべてのトナーカートリッジを取り付けた日、トナーカバーを閉めます。 



重要 


• トナーカバーび閉まらないときは、トナーカートリツジの取り付け状態を確認してくださ 
し、無理にトナーカバーを閉めると故障の原因にな0ます。 

• トナーカート U ツジを取0付けたあと、トナーカバーを開けたまま長時間放置しないでく 
ださい。 

• トナーカート U ツジを取りがす場合は、トナーカートリツジの□ツク解除レバーを「@」 
の位置まで倒して、□ックを解除してか5、取りがします。 


メモ I トナーカート U ツジを取0付けたあと 、 riG X トナーコウカン」（ X は K または丫、 

M 、 C ) び表示された場含は、表示された色のトナーカート U ツジを取り出して、取っ手 
部分を下側にして、再度上下に強く振って、內部のトナーを巧一にな5してから取り付け 
てください （ "ぐはブラック、" Y " はイエ □— 、 " M " はマゼンタ、" C " はシアンを表 
しています)。 


2-46 トナーカートリッジをセットずる 

































































用紙をセツトする 


本プリンタの給紙カセットには、 A 3、 B 4、 A 4 、B 巳、 A 己、レジャ ー(1 1 X 17)、リー 
ガル、 レター、エグゼクティブサイズの用紙を普通紙旧4目/ m 2 の場合）で約2已〇枚まで 
セットでさます。 

A 3、目4など縦置きに用紙をセツトずる場合は、給紙カセツトの長さを調節して用紙をセツ 
卜します。 


縦置さ 



A 3、己4、 

レジヤー（11 X 17)、 
U —ガル 


A 3 の場合 


横置を 



• 横置さでさる巧紙 
A 4、 巨曰、 A 曰、レター、 
エグゼクティブ 


重要 


.プ U ント中に給紙カセットを抜き取!5ないでください。紙づまりや故障の原因になること 
びあ0ます。 

.普通紙（目4〜10已/の勺、ラベル用紙!^が!の用紙をセットしないでください。紙づまり 
や故障の原因になることがあります。 

•ラベル用紙をプ U ントする場合は、給紙カセットの用紙タイプの設定を「ラベル用紙」に 
設定してください。 

•バ U のある用紙、しわのある巧紙やひどく力ールした用紙はセットしないでください。紙 
づま〇や故障の原因になることびあります。 

•給紙カセットにセットできる用紙の枚数は、普通紙（日 4 g / m 2 の場含）で約2已日枚、ラ 
ベル用紙で約日日枚です。絶対に用紙ガイドの積載制限マークを超えない範囲でセットし 
てください。積載制限マークを超す量の用紙をセットすると、給紙不良の原因となります。 

•使用できる用紙の詳細は、ユーヴーズガイド r 第3章給紙‘排紙のしかた」を参照してく 
ださし、。 

•セットした用紙びすべてなくなってから補充してください。なくな5ないうちに補充する 
と給紙不良の原因になります。 
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•給紙カセツトの黒いゴムパツドには触れないでください。給紙不良の原因になります。 



給紙カセツトに用紙をセツトする 


トナーカート U ツジを取り付けたら、給紙カセツトに用紙をセツトしまず。なの手順にした 
びって、正しく用紙をセットしてください。 


メモ 1 プ I 」ンタ本体の給紙カセット（カセット 1) とオプションのぺーバーフィーダの給紙力 

セット（カセット2、カセット3、カセット 4) では用紙のセット方法は異なります。 
ペーバーフィーダの用紙のセット方法については、ユーヴーズガイド「第3章給紙•排 
紙のしかた」を参照してください。 


1 給紙カセットを引さ出しまず。 

給紙カセツトを止まる位置まで引き出しまず①。 
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給紙カセツトの手前をかし持ち上げてから③、図のよラに手をそえて引き出します®。 




ik ま意 用紙をセツトずるときは、必ず給紙カセツトをプ U ンタから取り出してセツトしてくださ 
し、。給紙カセツトを遠中まで引き出したが態で用紙をセツトずると、給紙カセツトが落ち 
たりプ U ンタび倒れたりして、けがの原因になることがあります。 


重要 


給紙カセツトは水平に引き抜くことはできません。無理に引き抜こうとすると給紙カセツ 
卜を破損することがあります。 
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2 セットずる用紙に合わせて、給紙カセットの長さを調節しまず。 

A 4、 日已、 A 己、レター、エグゼクティブサイズのように用紙を横置きでセットする場合は、 
給紙カセットを押し込みます。 

A 3、 B 4、 レジャ ー(1 ] X ]7)、 リーガルサイズのように用紙を縦置きでセットする場 
合は、給紙カセットを引さ出します。 

給紙カセットの長さを調整するには、□ック解除レバーをゆっくりと持ち上げ□ックを解 
除し、給紙カセットの懐部を持ってスライドさせ、□ック解除レバーを押し下げて□ック 
します。 



3 後側の用紙ガイドの□ック解除レバーをつまみなが日、セットする用紙 
サイズの位置に合わせます。 



プリンタの設置 
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4 側面の用紙ガイドの□ック解除レバーをつまみなが日、セットする用紙 
サイズに合わせます。 

側面の用紙ガイドは左ちび連動しています。 


5 ラベル用紙をセツトする場合は、用紙をか量ずつさばき、端を揃えます。 


、ま意 用紙を補給するときは、用紙の端で手を切ったりしないように、注意して扱ってください。 

I ラベル用紙は、よくさばいてか日セットしてください。十分にさばけていないと、重ちさ 
れて、紙ゴまりの原因になります。 



重要 


プリンタの設置 
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6 用紙の後端を、用紙ガイドに合わせてセットします。 



A を意 


重要 


用紙を補給するときは、用紙の端で手を切ったりしないよラに、注意して扱ってください。 

裁断状態の悪い用紙を使巧すると、重送しやすくなる場含びありまず。そのような場合 
は、用紙を平らな場所でよく揃えてからセツトしてください。 



2-52 用紙をセットずる 

















@ メモ 1 . レターへッドや□ゴ付きの用紙などにプ U ントする場合は、次の指示にしたびって正しし、 
向きに用紙をセットしてくださし、。 

- A 4、 B 己、 A 已、レター、エグゼクティブサイズのように用紙を横置きでセットする場 
含は、用紙の表面（プリントずる面）を上に向け、1；(下のようにセットしまず。 


I :給紙方向 




用紙をセットずる 2-53 












A 3、 巨4、レジャー （1] X 17)、リーガルサイズのよラに用紙を縦置さでセットする 
場合は、用紙の表面（プ U ントする面）を上に向け、下のようにセットします。 




2-54 用紙をセットずる 










用紙が側面の用紙ガイドにあるツメの下に入るよラに、用紙を押さえま 
ず。 


ツゾと用紙の固に十分すき間びあることを確認してください。すき間び十分ない場合は、用 
紙をかし減らします。 



重要 


給紙カセットにセットできる用紙の枚数は、普通紙（日 4 g / m 2 の場含）で約2已日枚、ラ 
ベル用紙で約日日枚です。絶対に用紙ガイドの積載制限マークを超えない範囲でセットし 
てください。積載制限マークを超す量の用紙をセットすると、給紙不良の原因となります。 


8 用紙サイズ表示板に、セツトした用紙サイズのシールを貼り、給紙カセツ 
卜前面の用紙サイズ表示板差し込み□に差し込みます。 
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9 用紙サイズ設定スイッチの取っ手を持って、用紙サイズ設定スイッチの 
E 角マークをセットした用紙のサイズに合わせまず。 

工場出荷時は A 4 サイズにセットされています。 



重要 


セットした用紙のサイズと用紙サイズ設定スイッチび合っていることを必ず確認してか 
5給紙カセットをプ U ンタ本体にセットしてください。用紙サイズ設定スイッチび合って 
いないと、誤動作の原因になります。 


10 給紙カセツトをプリンタ本体にセツトします。 

図のよラに給紙カセツトを両手で持って、止まる位置まで差し込みまずの。 
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給紙カセットの手前をかし持ち上げてか 5 运)、給紙カセットの前面び、プ U ンタの前面と 
揃ラまで、しっかりと奧まで巧し込みます®。 
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パソコンと接続する 


本プ U ンタをパソコンやネットワークに、プ1」ンタケーブルやネットワークケーブルで接続 
します。本プリンクは、パラレルコネクタ（片ち向通信のみ対応）、 USB コネクタ 、 LAN 
コネクタを標準装備しています。 


重要 


本プ U ンタにプ U ンタケーブルやネットワークケーブルは付属していません。あ5かじめ 
ご使用のパソコンやネットワークにをったケーブル（別売）をご用意<ださし、。 


メモ I 本プ U ンタに付属のプ U ンタドライバやユーティリティソフトのインス!-ール方法につ 
いては、 「UPS ソフトウェアガイド/本編」を参照してください。 


DOS / Windows パソコンとの接続 


本プ U ンタを DOS / Wincbws パソコンに直接接続するときは、プリンタポートまたは US 目 
ポートに接続しまず。 

プリンタポートに接続する場合 

PC - 目8 日日 シ U — ズや 旧 MPC / AT 互換機 （D 日 S / V パソコン)、その他の DOS/Windows 
パソコンのプ U ンタポートは、一般的にパラレルインタフエース （ IEEE 1284 準拠）です。 
お使いのパソコン巧のプリンタケーブルで本プ U ンタのパラレルコネクタとパソコンのプ 
U ンタポートを接続します。 




ik 迂意 プ U ンタケーブルを接続するとさは、必ず;欠の手順を守ってください。感電の原因になる 

ことがあります。 

①本プ U ンタの電源をオフにし、電源プラグを電源コンセントか！5抜いてください。 
©パソコンの電源をオフにし、電源プラグを電源コンセントか5抜いてください。 
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プリンタケーブルのセント □ 36 ピンコネクタ側を本プリンタ背面のパ 
ラレルコネクタへ接続し①、両側の留め金を掛けます②。 



2 プリンタケーブルの反対側をパソコンのプリンタポートへ接続します。 

USB ポートに接続する場合 

USB (ュニバーヴル•シ U アル•バス）ポートを装備したパソコンの場合は、 USB ケーフ 
ルで本プリンタ背面の USB コネクタとパソコンの USB ポートを接続します。 




ik 警ち•電源プラグを電源コンセントに接続している状態で USB ケーブルを接続するときは、 
アース線が接続されていることを確認してか5行ってください。アース線が接続されてし、 
ない状態で行ラと、感電の原因になりまず。 

•電源プラグを電源コンセントに接続している状態で USB ケーブルをおさ差しするとを 
は、コネクタの金属部分に觸れないでください。感電の原因になります。 


重要 


• USB ケーブルは、パソコンやプ U ンタの電源び入っているとさでち、ケーブルの抜を差 
しび行えます。ただし、次のよラなとさは、 US 巨ケーブルを抜き差ししないでください。 
パソコンやプ U ンタの動作不良の原因になります。 

■パソコンの電源を入れた媛の日 S (Windows ) 起動中 
. プ U ント中 

•パソコンおよびプ U ンタの電源びオンになっている状態で USB ケーブルをおさ差しずる 
場含は、抜いた後に必ず日秒！; LL の間隔を空けてか5差し込んでください。抜いた直後 
に差し込むと、パソコンやプ U ンタの動作不良の原因にな0ます。 
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@ メモ 1 .US 巨インタフエースは、接続するコンピユータの日 s によって、攻下のように異なります。 
詳細については、お買い求めの販売店へお問い含わせください。 

■Windows 98/Me : USB Full-Speed (USB 1.1 相当） 

■Windows 2 日日日/ XP/Serve「2 日日 3 : USB 2.0 Hi-Speed/USB Full-Speed (USB 
1.1 相当） 

.本プ U ンタを US 目ケーブルで接続ずる場合は、方一力一によって US 巨の動作び保証され 
ているパソコンをご使用ください。 

.お使いのパソコンに対応した USB ケーブルがおわかりにな5ない場含は、パソコンを購 
入した販売店にお問い合わせ<ださい。 


1 USB ケーブルの B タイプ徊ちい)側を本プリンタ背面の USB コネクタ 
へ接続します。 



2 USB ケーブルの A タイプ(平たい)側をパソコンの US 己ポートへ接続し 
まず。 



プリンタの設置 
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Macintosh パソコンとの接続 


本プリンタを Macintosh に直接接続するときは、 USB ポートに接続します。 

USB ポートに接続する場合 

USB (ユニ バーヴル-シリアル■バス）ポートを装備した Macintosh は、 US 目ケーブル 
で本プ U ンタ背面の USB コネクタと Macintosh の USB ポートを接続します。 




A 警告•電源プラグを電源コンセントに接続している状態で USB ケーブルを接続するときは、 
アース線が接続されていることを確認してか5行ってください。アース線が接続されてし、 
ない状態で行ラと、感電の原因になりまず。 

.電源プラグを電源コンセントに接続している状態で USB ケーブルを巧き差しするとを 
は、コネクタの金属部分に軸れないでください。感電の原因になります。 


重要 


• USB ケーブルは、パソコンやプ U ンタの電源び入っているとさでを、ケーブルのおさ差 
しび巧えます。ただし、次のよラなとさは、 US 巨ケーブルを抜き差ししないでください。 
パソコンやプ U ンタの動作不良の原因になります。 

-プ U ンタドライバのインス!-ール中 

■パソコンの電源を入れた媛の日 S (Mac OS ) 起動中 

. プ U ント中 

•パソコンおよびプ U ンタの電源びオンになっている状態で USB ケーブルを抜さ差しする 
場合は、抜いた後に必ず曰秒しソ上の間隔を空けてか5差し込んでください。抜いた直後 
に差し込むと、パソコンやプ U ンタの動作不良の原因になります。 


メモ I • US 目インタフェースは、接続するコンピュータの日 S によって、下のように異なりま 
す。詳細については、お買いまめの販売店へお問い合わせください。 

■Mac 日 S 8、目、 X (10.3.2 1；(前 )、X に lassie ) : US 巨 Full-Speed (US 目].1相当） 

- Mac OS X (10.3.3 政降 ）： USB 2.0 Hi - Speed/USB Full-Speed (USB 1.1 ネ目当） 
•本プリンクを US 巨ケーブルで接続する場合は、^-カーによって USB の動作び保証され 
ているパソコンをご使用くださし、。 

•お使いのパソコンに対応した USB ケーブルびおわかりにな5ない場含は、パソコンを購 
入した販売店にお問い含わせください。 
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1 USB ケーブルの B タイプ徊角い)側を本プリンタ背面の USB コネクタ 
へ接続します。 



2 USB ケーブルの A タイプ(平たい)側を Macintosh の USB ポートへ接 
続しまず。 



プリンタの設置 


2-62 バソコンと接続ずる 
















































6 


ットワークとの接続 


本プリンタを Ethernet などのネットワークに接続すると、ネットワーク上のパソコンから 
プ U ンタを共有して使用することがでさます。 UNIX 、 Windows、Mac OS などの日 S で 
使用可能です。 



LBP 己 900 


本プリンクは、10巨 ASE - T /] 日日目 ASE - TX 対応のプリントサーバを標準装備しており、 
ネットワークへ直接接続して Windows 、 Macintosh 、 UNIX などのパソコンからプリンタ 
を共有することがでさまず。本プリンタのプ U ントサーバは TCP / IP、 AppleTalk 
( EtherTalk )、 SMB のプロトコルに対応しています。 


メモ I 本プ U ンタをネットワークに接続した場合、ステータスプ U ントを巧ってプ U ントサーバ 
の MAC アドレスなどを確認し、ネットワーク 0 S (UNIX など）の設定やプ U ントサー 
バの設定を行ってください。 これ5の設定については「ネットワークガイド/本編」を参 
照してください。 

ネットワークに接続ずる 

カテゴリ已対応のツイストペアケーブルで、本プリンタの LAN コネクタと八ブのポートを 
接続します。ケーブルや八ブなどは、必要に応じて別途ご用意<ださい。使巧でをるケーブ 
ルや八ブについては、お買いホめの販売店にお問い合わせ<ださい。 


1 00BASE-TX 対応のパソコン 


… BASE-T 対応のパソコン 


Ethernet 了 


—ブル0 66 


飞 


LAN コネクタ 


八ブ 


、注意 プリンタにネットワークケーブルを接続ずるときは、必ずプリンタの電源をオフにし、電 
源コンセントか！5電源プラグを抜いてか5行ってください。感電の原因となることがあり 
ます。 


プリンタの設置 
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重要 


AppleTalk ネットワーク上に2台攻上の機器が接続されている場含、それぞれの電源は、 
10秒間隔をおいて入れてくださし、。 


四 


@ メモ 1 .本製品は、 Ethernet の種類 （1 日日 BASE - TX または1日巨 ASE - T ) を自動認識します。 

.100 BASE - TX . 1日巨 ASE - T 対応の機器び混在しているとさは、スイッチング八ブなど、 
100 BASE - TX .] 日 BASE - T の両方に対応した機器び必要です。詳しくは、お買いまめ 
の販売店へお問い合わせください。 


1 図のように LAN ケーブルにフェライトコアを取り付けます。 

フェライトコアはプ U ンタに接続するコネクタか日已 cm じ(内の場所に取り付けます。 



@ メモ1 フェライトコアは、プ I 」ンタに同おされています。 

2 LAN ヶーブルを本プリンタ背面の LAN コネクタへ接続します。 



プリンタの設置 
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3 ケーブルガイドのフックを開けて、図のように LAN ケースレを通し、フッ 
クを閉めまず。 



重要 


ケーブルガイドには、 LAN ケーブル外のケーブルは通さないでくださし、。 


4 LAN ケーブルの反対側を八ブのコネクタへ接続します。 
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その他のパソコンとの接続 


ご使用のパソコンのプリンタポートがパラレルインタフエース （ IEEE 1284 準拠）のとき 
は、そのパソコンのコネクタに合ったプ U ンタケーブルで本プリンタと接続しまず。 



im- 


プリンタケーブル 


口 


プリンタポート 


ノ（ラレルコネクタ 



なお、本プリンタを PC - 目8日〇シ U —ズや PS / 己己、 HP 7 已日日目などのパソコンに接続し 
て使用する場合、オプションのコント□ール ROM ( CR - HIT ) が必要です。また、これら 
のパソコンからプ U ントする場合、インタフェースの自動切り替えや動作モードの自動切り 
替えができないことがあります。このよラなとさは、使用しているインタフェースおよびコ 
ント□ール ROM のエミュレーションモードに固定してご使用ください。コント□-ル ROM 
には、次のエミュレーションモードとフオントが収録されています。 

- PC - PR 201/8 日 A プリンタエミュレーション（標準 N 201) 

-旧 M 已已77プ U ンタエミュレーション 

■ HP 7 已已日目 （ HP - GL ) プ□ッタエミュレーション 

•パ'-コード用フオント ROM ( FR - 目 FV 2 CL 相当） 

•バーコード用フォントに AN -128、 標準料を代理収納用 EAN -128) 


A 注意 プ U ンタケーブルを接続するとさは、必ず次の手順を守ってください。感電の原因となる 

ことがありまず。 

のプリンタの電源をオフにし、電源プラグを電源コンセントか5抜いてください。 

⑤パソコンの電源をオフにし、電源プラグを電源コンセントか6抜いてください。 


メモ1 .使用できるプ U ンタケーブルについては、お買いまめの販売店、または「お客様相談セン 
ター」（巻末参照）にお問い合わせください。 

. コント□-ル ROM については、「コント□-ル R 日 M 」 （一 P .1- 已）を参照してください。 
•コント□-ル R 日 M の取り付けについては、 「 RAM/R 日 M 」 （一 P .3-23) を参照してくだ 
さい。 

.インタフエースおよびエミユレーシヨンモードの固定方まについては、 「 LIPS 機能ガイ 
ド」を参照して<ださい。 
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1 プリンタケーブルのセント □ 36 ピンコネクタ側を本プリンタ背面のパ 
ラレルコネクタへ接続し①、両側の留め金を掛けます②。 



2 プリンタケーブルの反対側をパソコンのプリンタポートへ接続します。 


プリンタの設置 
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プリンタの設置 


2-68 バソコンと接続ずる 



CHAPTER 


オプシヨン品の取り付け 


この章では、オプション品の取り付けかたについて説明していまず。ぺディスタルの取り付 
けかたについては、ぺディスタルに付属の取扱説明書を参照してください。 
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ぺーパーフイーダ 


ペーノ（ーフィーダは、プ U ンタ本体の底面に取り付けて使用します。 

ペーパーフィーダを設置する前に、パッケージに(下のものびすべて揃っているかをお認し 
てください。万一不足しているちのや破損しているものびあった場合は、お買いまめの販売 
店までご連絡ください。 



ik 警告 ぺーパーフィーダを取り付けると走は、必ずプ U ンタの電源をオフにし、電源プラグを巧 

さ、プ U ンタ本体に接続されているずべてのインタフェースケーブルや電源コード、アー 
ス線を取り外してください。そのまま作業を行うと、電源コードやインタフェースケーブ 
ルが傷つさ、火災や感電の原因にな0まず。 


オプション品の取り付け 


3-2 


ぺーパーフイーダ 

















ペーパーフィーダのコネクタや給紙□ーラには触れないでください。故障や給紙不良の原 
因にな0ます。 



メモ I .ペーパーフィーダは、最大3台まで取り付けることびできまず。ただし、ぺディスタル 
(ボックスタイプ）を装着した場含は、2台までです。 

.ペーパーフィーダの用紙のセット方法については、ユーヴーズガイド「第3章給紙•排紙 
のしかた」を参照してください。 


姻包材を取りがず 


ペーパーフィーダには、輸送時の振動や衝撃から装置を守るために、テープや捆包材び取り 
付けられています。ペーバーフィーダをプ U ンタに取り付ける前に、これらのテープや捆包 
材を取りがして < ださい。 

剧 .ペーバーフィーダ内部に巧包なび残っていると、動作時に給紙不良や故障の原因になりま 
ず。必ず手順にしたびって捆包巧を残さずに取0外してください。 

.取り外したお包なは、移転や移設、修理などの輸ち時に必要になります。なくさないよ5 
大切に保管しておいてください。 


( g メモ I 捆包がは予告なく位置-あがび変更されたり、追加や削除されることびありまず。 


オプション品の取り付け 


ぺーパーフイーダ 
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給紙カセット、カセツト保護カバーを止めているテープを取りがしまず。 




2 図の位置にある姻包材をの、⑤の順に取りがしまず。 
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ぺーパーフイーダ 





















3 給紙カセットを引き出しまず。 

給紙カセツトを止まる位置まで引を出します®。 



給紙カセツトの手前を少し持ち上げてか5 @、左手をそえて給紙カセツトち側にある取つ 
手び完全に見えるまで、引走出します風。 




オプション品の取り付け 


ぺーパーフイーダ 
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重要 


. 給紙カセツトは重いので両手でしっかり持ってください。 

.取り出した給紙カセツトは、水平で安定した場所に置いてください。 

.給紙カセツトは水平に引き抜くことはできません。無理に引き抜こうとすると給紙カセツ 
卜を破損することびあります。 


4 給紙カセット内部のテープと個包材を取り外します。 



重要 


.給紙カセツトには、捆包材び取り付け5れています。必ず給紙カセツトを引き出し、残さ 
ずに取りかしてくださし、。 

.給紙カセツトの給紙□ーラには触れないでください。給紙不良の原因になります。 



• 取り外した捆包材は、地域の条例にしたびって処分して<ださい。 
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ぺーパーフイーダ 













5 給紙カセットをペーパーフィーダにセットしまず。 


給紙カセツトを両手で持って図の位置まで巧し込み©、ち手で給紙カセツトの手前を持ち、 
止まる位置まで巧し込みます®。 




ぺーパーフイーダ 
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給紙カセットの手前をかし持ち上げて®、給紙カセットの前面び、ペーパーフィーダの前 
面と揃ラまで、しっかりと奥まで巧し込みまず®。 


ik ま意 給紙カセツ ト をぺーパーフイーダにセツトするときは、指を挟まないように注意してくだ 

さし、。 
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ぺーパーフイーダ 



























プリンタ本体を移動ずる 


プ U ンタ設置後に、ペーパーフィーダを取り付けるときは、次の手順でプ U ンタをいったん 
適切な場所に移動させます。 

ik 警告プリンタ本体を移動させる場合は、必ず電源をオフにし、電源プラグを巧き、インタフェー 
スケーブルを取り外してください。 そのまま移動ずると、電源コードやインタフェース 
ケーブルが傷つ走、火災や感電の原因にな0まず。 

ik 注意給紙カセツトを取り付けた状態で持ち運ばないでください。給紙カセツトび落下し、けが 
①原因になることがありまず。 


1 電源スイッチの"〇"側を巧してプリンタの電源をオフにし①、 USB ケー 
ブルを抜き③、電源プラグを電源コンセントか5抜いて③、アース線を 
専用のアース線端子か5取り外しまず④。 

八ードディスクを使用している場合は、 U セツトメニューでシャツトダウンを巧ってか5 
電源をオフにしてください。 

八ードディスクを使用していない場をは、ジョブランプび消灯していることや、デイスプ 
レイを見てプリント中でないことを確認してください。 



2 ずべてのインタフェースケーブルや電源コード、アース線を取りがしま 
ず。 


オプション品の取り付け 


ぺーパーフイーダ 
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3 給紙カセットを引を出しまず。 

給紙カセツトを止まる位置まで引き出しますの。 



給紙カセツトの手前をかし持ち上げてから⑤、図のように手をそえて引き出します③。 




ォプシ m ン品 Q 取り付け 
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の 


重要 


給紙カセツトは水平に引き抜くことはできません。無理に引き抜こうとすると給紙カセツ 
卜を破損することびあります。 


4 プリンタ本体を設置場所か5移動しまず。 

プリンタ本体下部にある運搬用取っ手に4人]^: LL で手を掛け、同時に持ち上げて運びます。 
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ム注意 •本プ U ンタは、給紙カセツトを取り付けていない状態で約已 aSk 邑(本体：約 41.4 k 旨/ 卜 
ナ—力—トリツジ X 4 :約 1.3 k 含、ドラムカート U ツジ X 4 :約 7.6 k 旨）あります。必 
ず4人!;(上で腰などを痛めないように注意して持ち運んでください。 

• 絶巧に手差しトレイなど、運搬用取っ手料外の部分を持にないでください。落としてけび 
の原因になることがあります。 




重要 


必ず前カバーや手差しトレイび閉まっていることを確認してから持ち運んでくださし、。 
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ぺーパーフイーダを取り付ける 


ペーパーフィーダは、プ U ンタ本体の底面に取り付けます。 


ik ま意 •プリンタやペーパーフィーダはゆっくりと慎重におろしてください。手などを挟むと、け 
びの原因になることがあ0ます。 

.給紙カセットを取り付けた状態で持ち運ばないでください。給祇カセットび落下し、けが 
の原因になることがありまず。 

.ペーパーフィーダを取り付けた状態で持ち運ばないでください。ペーパーフィーダが落下 
し、けがの原因になることがあります。 



重要 


ペーパーフィーダを装着した場合、給紙するペーパーフィーダ（カセット2、カセット 
3、カセット 4) より上段の給紙カセットは必ずセットした状態で使用してください。給 
紙カセットびセットされていないと、下段の給紙元か5給紙することはできません。（た 
とえば、カセット2びセットされていない場合、カセット3か5給紙することはできま 
せん。） 


ぺーパーフイーダ 3-13 











I ずべてのペーパーフィーダか5、給紙カセットを引さ出しまず。 

給紙カセツトを止まる位置まで引を出しまず①。 



給紙カセツトの手前をかし持ち上げてか5 @、左手をそえて給紙カセツトち側にある取つ 
手び完全に見えるまで、引を出しまず風。 




ォプシ m ン品 Q 取り付け 
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の 


重要 


.給紙カセツトは重いので両手でしっか0持ってください。 

.取り出した給紙カセツトは、水平で安定した場所に置いてください。 

.給紙カセツトは水平に引き抜くことはできません。無理に引き抜こうとすると給紙カセツ 
卜を破損することびあります。 

2 ぺーパーフイーダのカセツト保護カバーを取り外します。 

図のよラにカセツト保護カバーのレバーを押しなび5、カセット保護カバーを取り外しま 



3 ペーパーフィーダを設置場所に置さまず。 

ペーパーフィーダを持ち運ぶとさは、両手で左ちの運搬用取っ手を持って運んでください。 



オプション品の取り付け 
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.本プリンタおよびオプション品の質量で歪んだり、沈む可能性のある場所（じゅラたん、 
畳などの上）には設置しないでください。 

. プ U ンタ本体を載せたり、電源コードやインタフェースケーブルなどの接続作業びできる 
よラに、周囲に十分なスぺースを確保しておいてください。 


4 ぺーパーフィーダとぺーパーフィーダを取り付けるときは、ぺーパー 
フィーダの位置巧めピンに合わせてゆっくりと載せまず。 

ペーパーフィーダを1台のみ取り付ける場合は、手順目に進んでください。 
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5 付属の 4 本のネジでペーパーフィーダを固定しまず。 

ネジはしっかりと固定してください。 


ォプション品の取り付け 
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6 プリンタ本体をぺーパーフイーダの位置ミ夫めピンに合わせてゆっくりと 
載せまず。 



7 付属の4つの部材とネジで、プリンタ本体とぺ 一/ (-フイーダを固定しま 
ず。 

部なの巧をプ1」ンタのま起に取り付けて①、ネジで固定します②。 



ォプシ m ン品 Q 取り付け 
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プ u ンタ本体のカセツト保護カバーを上げなび5感、部材の突起をプリンタの巧に取り付 
け®、ネジで固定しまず®。 
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8 カセツト保護カバーを取り付けます。 

図のよラにカセツト保護カバーのレバーを押しなびら、突起をペーパーフイーダ背面の溝 
に差し込みます。 



重要 


カセット保護カバーに手をかけたり、強く巧したり、物を置いたりしないでください。力 
セット保護カバーび破損する恐れびあります。 


9 給紙カセットをプリンタ本体、ぺーパーフイーダにセットします。 

10 USB ケーブル L ソがのインタ フエー スケーブルや電源コード、アース線を 
接続します。 


11 アース線を専用のアース線端子へ、電源プラグを電源コンセントへ接続 


します。 


12 USB ケーブルを接続しまず。 


メモ I ペーパーフィーダを装着した後は、プ U ンタドライバの[デバイスの設定]ページでオプ 
ション機器の設定び必要になります。[デバイスの設定]ページの[デバイス情報取得] 
ボタンをクリックすると、プリンタのオプション情報び自動的に取得できます。 

プ U ンタのオプション情報び自動で取得できない場合は、[給紙オプション]か5装着し 
たオプシヨンを選択してください。 
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ペーパーフイーダを取りがず 


ペーパーフィーダの取り外しは、次の手順で行います。 

ik 警告ペーパーフィーダを取り列すときは、必ずプリンタの電源をオフにし、電源プラグを抜 
き、プリンタ本体に接続されているすべてのインタフェースケーブルや電源コード、アー 
ス線を取り外してくださし^。そのまま作業を行ラと、電源コードやインタフェースケーブ 
ルが傷つさ、火がや感電の原因になりまず。 

ik ま意•給紙カセツトを取り付けた状態で持ち運ばないでください。給紙カセツトが落下し、けが 
の原因になることがあります。 

.ペーパーフィーダを取り付けた状態で持ち運ばないでください。ペーパーフィーダが落下 
し、けがの原因になることがあ0ます。 



1 電源スイッチの"〇"側を巧してプリンタの電源をオフにし、 USB ケー 
ブルを巧き、電源プラグを電源コンセントか日巧いて、アース線を専用 
のアース線端子から取りがします。 

八ードディスクを使用している場合は、 U セツトメニユーでシャツトダウンを巧ってか5 
電源をオフにしてください。 

八ードディスクを使用していない場含は、ジョブランプび消灯していることや、ディスプ 
レイを見てプ U ント中でないことを確認してください。 

2 ずべてのインタ フエー スケーブルや電源コード、アース線を取りがしま 
ず。 

〇 プリンタ本体、ぺーパーフィーダか日給紙カセットを引き出します。 


オプション品の取り付け 
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4 4 つのネジと部材を取りがしまず。 

取0付けるとさと逆に回してネジを取0外します。 


重要 


取りがしたネジは再度ペーパーフイーダを取り付けるときに必要になります。なくさない 
よラに保管しておいてくださし、。 


5 プリンタを持ち上げて、ぺーパーフイーダから取り外します。 

6 ぺーパーフイーダを2台む上取り付けている場合、上の段から順にぺ一 
パーフイーダを取りがします。 

/ ぺーパーフイーダを移動します。 

8 プリンタ本体を設置場所へ戻します。 

9 給紙カセットをプリンタ本体にセットします。 

10 USB ケーブル L ソがのインタ フエー スケーブルや電源コード、アース線を 
接続します。 

11 アース線を専用のアース線端子へ、電源プラグを電源コンセントへ接続 
します。 

12 USB ケーブルを接続します。 
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RAM/ROM 


拡張 RAM 、 コント□ール R 日 M は、プリンタ背面のメインボードに取り付けて使巧します。 
取り付けたあと、必要に応じて RAM や R 日 M を設定しまず。政下のことに気を付けて RAM 
や R 日 M の取り付けを行ってください。 

ik ま意 . RAM や ROM を取り付けるときは、必ずプ U ンタの電源をオフにし、プリンタ本体に接続 
されているすべてのインタフェースケーブルや電源コード、アース線を取り列してか！5作 
業を行ってください。そのまま作業を行ラと、感電の原因になることがあります。 

• RAM , ROM の取り扱いには注意してくださし^。 RAM 、 R 日 M の角や部品の鋭利な部分に 
軸れると、けがの原因になることがあります。 

.RAM と ROM は、形状や取り付ける位置取り付けち法び異なります。取り付け位置や取 
0付け方法を間違えないよラに気を付けてください。間違えると正しく動作しません。 
.RAM や ROM には、静電気に敏感な部品などび使用されています。静電気による破損を防 
止するために、取り扱いに当たっては次のことをお守りください。 

-一度室内の金属部分に手を触れ、体の静電気を逃びしてか5作業をしてくださし、。 

-作業中にディスプレイなど、静電気を発生しやずいわのに触れないでください。 

-メインボードの部品やプ U ント配歉コネクタには直接手を触れないでくださし、。 

-静電気の影響を避けるために、 RAM や ROM は取り付ける直前まで保護袋か 5 取り出 
さないで < ださい。 

インボードにあるスイッチには絶対に触れないでください。スイッチを動かずとプ U ン 
夕び正常に動作しません。 

•コント□ール ROM を取 0 付けると八ードディスクの機能は使用でをません。八ードディ 
スクの機能を使用する場合は、コント□ール ROM は取り付けないでください。 


オプション品の取り付け 


RAM/ROM 
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RAM 、 ROM の取り付け位置について 


RAM と R 日 M は、取り付ける位置が異なります。取り付ける前に図を参照して、取り付け 
位置を確認してから作業を斤って<ださい。 



ォプシ m ン品 Q 取り付け 
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RAM を取 Of づける 


RAM は、次の手順でプ U ンタ本体のメインボードに取り付けます。 RAM の取り付け作業 
には、プラスドライバが必要です。あらかじめネジに合ったサイズのものをご巧意ください。 


1 電源スイッチの"〇"側を巧してプリンタの電源をオフにし①、 USB ケー 
ブルを抜き⑤、電源プラグを電源コンセントか5抜いて③、アース線を 
専用のアース線端子か5取り外しまず④。 

八ードディスクを使用している場合は、 U セツトメニューでシャツトダウンを巧ってか5 
電源をオフにしてください。 

八ードディスクを使用していない場をは、ジョブランプび消口していることや、デイスプ 
レイを見てプリント中でないことを確認してください。 



2 ずべてのインタフェースケーブルや電源コード、アース線を取り外しま 
ず。 

作業用スペースび十分とれない場合は、作業しやすい場所にプ U ンタを移動します。 


オプション品の取り付け 


RAM/ROM 
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3 後カバーを取り外しまず。 


後カバーの取っ手を矢印の方向にかし押しまず①。 




ォプシ m ン品 Q 取り付け 
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4 ス□ットカバーのネジ 3 本を取り外しまず。 



5 ス□ットカバーを取りがしまず。 

ス□ット カバーを 開けまず①。 





RAM/ROM 
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ス□ットカバーをかし持ち上げて③、矢印の方向にス□ットカバーを取り外しまず③。 



重要 


. 六インボードの部品やプ U ント配線、コネクタには直接手を触れないでください。 

. 作業中にネジなどの金属びメインボードに触れないよラに気を付けてくださし、。 

.製品内部に、ネジやクリップ、ステイプル針などを落とさないでください。これ5び製品 
内部に落ちたときは、電源プラグを電源コンセントに接続しないで、お買い求めの販売店 
にご連絡ください。 


メモ1 RAM の取り付ける位置は!^^下のとおりです。取り付け位置を確認してか5 RAM を取り 

付けてください。 



3-28 RAM/ROM 















































6 黒色の RAM ス□ットへ図のように切り欠きに合わせて差し込み①、奥ま 
でしっかりと f 甲し込みます③。 


レバー 



RAM び正しく取り付けられると、 RAM ス□ット両端のレバーで□ックされまず。 
ik ま 意 メインポードの部品や RAM の角でけがをしないように注意してください。 

/ ス□ットカバーを取り付けて①、閉めます⑨。 



オプション品の取り付け 


RAM/ROM 


3-29 




















8 ス□ットカバーをネジ 3 本で固定します。 



9 図のよラに後カバーを差し込み①、閉めます③。 



10 USB ケーブルむがのインタ フエー スケーブルや電源コード、アース線を 
接続します。 

11 アース線を専用のアース線端子へ、電源プラグを電源コンセントへ接続 
します。 

12 USB ケーブルを接続します。 


ォプシ m ン品 Q 取り付け 
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ROM を取り付ける 


ROM は、次の手順でプ U ンタ本体のメインボードに取り付けます。 ROM の取り付け作業 
には、プラスドライバび必要です。あらかじめネジに合ったサイズのをのをご用意ください。 


重要 


コント□-ル ROM を取0付けると八ードディスクの機能は使用できません。八ードディ 
スクの機能を使用する場含は、コント□-ル ROM は取り付けないでください。 


1 電源スイッチの"〇"側を巧してプリンタの電源をオフにし①、 USB ケー 
ブルを抜き②、電源プラグを電源コンセントから抜いて③、アース線を 
専用のアース線端子か日取りがします④。 

八ードディスクを使用している場含は、 U セツトメニューでシャツトダウンを行ってか5 
電源をオフにしてください。 

八ードディスクを使用していない場合は、ジョブランプび消灯していることや、デイスプ 
レイを見てプリント中でないことを確認してください。 



2 ずべてのインタフェースケーブルや電源コード、アース線を取りがしま 


ず。 


作業用スペースび十分とれない場合は、作業しやすい場所にプ U ンタを移動します。 


RAM/ROM 


3-31 




























3 後 カバーを 取り外しまず。 


後カバーの取っ手を矢印の方向にかし押しまず①。 




ォプシ m ン品 Q 取り付け 


3-32 RAM/ROM 




































4 ス□ットカバーのネジ 3 本を取り外しまず。 



5 ス□ットカバーを取りがしまず。 

ス□ット カバーを 開けまず①。 





RAM/ROM 


3-33 































ス□ットカバーをかし持ち上げて③、矢印の方向にス□ットカバーを取りかしまず③。 



重要 


. 六インボードの部品やプ U ント配線、コネクタには直接手を触れないでください。 

. 作業中にネジなどの金属びメインボードに触れないよラに気を付けてくださし、。 

.製品内部に、ネジやクリップ、ステイプル針などを落とさないでください。これ5び製品 
内部に落ちたときは、電源プラグを電源コンセントに接続しないで、お買い求めの販売店 
にご連絡ください。 


メモ1 ROM の取0付ける位置は下のとおりです。取り付け位置を確認してか5 ROM を取り 
付けてください。 



3-34 RAM/ROM 














































6 白色の ROM ス□ットのレバーを巧し下げます。 



7 ROM の切り欠きをレバーの反対側にしてス□ットガイドに合わせて差 
し込み、奥までしっかりと押し込みます。 



ROM び正しく取り付けられると、レバーの突起が ROM の溝に掛かりまず。 
A ま意 メインボードの部品や ROM の角でけびをしないよラに注意してください。 

な ス□ットカバーを取り付けて①、閉めます②。 



オプション品の取り付け 


RAM/ROM 


3-35 























9 ス□ットカバーをネジ 3 本で固定します。 



fO 図のよラに後カバーを差し込み①、閉めます②。 



11 USB ケーブルむがのインタ フエー スケーブルや電源コード、アース線を 
接続します。 

12 アース線を専用のアース線端子へ、電源プラグを電源コンセントへ接続 
します。 

13 USB ケーブルを接続します。 


ォプシ m ン品 Q 取り付け 
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RAM 、 ROM の設定について 


RAM や R 日 M を取り付けたあとは、必要に応じて;欠の設定を行って<ださい。 

拡張 RAM 一 必要に応じてニューの印字調整グループの設定を行って <だ 

さい。 

コント□ー ル ROM 一 ^ こユー 機能で設定します。 


( ^メモ1 .操作パネルのメニュー機能のエミュレーションモードの設定については UPS 機能ガイド 
「第2章方ニューの機能と操作」またはオプションのコント□ール ROM に付属の取扱説 
明書を参照してください。 

.プ U ンタドライバの[デバイスの設定]ページでオプション機器の設定び必要になりま 
す。[デバイスの設定]ぺージの[デバイス情報取得]をク U ックすると、プ U ンタの才 
プション情報び自動的に取得でさます。 

プ U ンタのオプション情報び自動で取得でさない場合は、[拡張方モ U ] から装着した才 
プションを選択してください。 


RAM または ROM を取りがず 


RAM または ROM は、プ U ンタ本体の後カバー、スロットカバーを取り外してから、次の 
手順で取り外します。 

A 注意 'RAM や ROM を取り外ずときは、おずプ IJ ンタの電源をオフにし、プ U ンタ本体に接続さ 
れているずべてのインタフェースケーブルや電源コード、アース線を取りかしてか5作業 
を行ってください。そのまま作業を行ラと、感電の原因になることがありまず。 

.RAM、ROM ①取り扱いにはま意してください。 RAM、ROM ①角や部品の鋭利な部分に 
触れると、けがの原因になることがありまず。 


メモ1 後カバー、ス□ットカバーの取りかしや取り付け手醒が RAM を取り付ける」 OP .3-2 己) 
または 「 ROM を取り付ける」（一 P .3-31) を参照してください。 


■ RAM の取りがしかた 

RAM ス□ット両端のレバーを同時に矢印のち向へ押すと①、 RAM びかれまず②。 



オプション品の取り付け 


RAM/ROM 


3-37 









■ ROM の取りがしかた 

ROM ス□ットのレバーを押し下げるとのロックびかれますので、 ROM を引き抜きま 
す②。 



3-38 RAM/ROM 








八ードディスク 


八ードディスクは、プリンタ背面のお張ボードス□ットに取り付けます。取り付け作業を始 
める前に、バッケージに L ソ下のものびすべて揃っているかお認してください。万一、不足し 
ているちのや破損しているをのびあった場合は、お買いホめの販売店までご連絡ください。 



ik 注意 .八ードディスクを取り付けるときは、必ずプ IJ ンタの電源をオフにし、プ U ンタ本体に接 
続されているずべてのインタフェースケーブルや電源コード、アース線を取り外してか!5 
作業を行ってください。感電の原因になることがありまず。 

.メインポードや八ードディスクの取り扱いにはま意してください。メインポード、 A- ド 
ディスクの角や部品①銳利な部分に触れると、けび①原因になることびありまず。 


重要 


.本プ U ンタに装着可能な八ードディスクは、ラベルに 「 HD - ll 」 と記載されているもの 
のみです。 「 HD -11」 と記載されていない八ードディスクを誤って使巧した場含は、正し 
く動作しません。 



• インボードや八ードディスクには、静電気に敏感な部品などび使用されています。静電 
気による破損を防止するために、取り扱いに当たっては次のことをお守りください。 

-一度室内の金属部分に手を触れ、体の静電気を逃びしてか5作業してください。 

■作業中に、ディスプレイなどの静電気を発生しやすいちのに、触れないでください。 


八ードディスク 3-39 


















-^インボードの部品やプ U ント配線、コネクタには直接手を触れないでください。 
■静電気の影響を避けるために、八ードディスクは取り付ける直前まで保護袋か5取り出 
さないでください。また、強い磁気を発生するちのの側に近づけないでください。 
■八ードディスクを落としたり、衝撃を与えないでください。 

■八ードディスクは精密機器なので、ドライブの上面を巧したり、重ねたり、他の物にぶ 
つけたりしないで<ださい。 

■ A - ドディスクのドライブ上面に貼ってあるラベルなどを絶対にはびさないでくださ 
し、。また、別のラベルなどをおったりしないでください。 

■ノ V — ドディスクを気温の低い場所か5急に暖かい場所へ移動しないでください。 

• 八ードディスクに貼ってあるま意ラベルの記載事項を必ず守ってください。 



• コントロール ROM を取り付けている場含は、八ードディスクの機能は使用でをません。 
八ードディスクの機能を使用する場合は、コント□ール ROM を取りがして < ださし、。 


ォプシ m ン品 Q 取り付け 


3-40 A - ドディスク 













八ードディスクを取り付ける 


八ードディスクと八ードディスク用 ROM は、次の手順でプリンタ本体のメインボードに取 
り付けまず。八ードディスクと八ードディスク用 ROM の取り付け作業には、プラスドライ 
バび必要です。あらかじめネジに合ったサイズのちのをご用意ください。 


重要 


八ードディスクの取0付け後には「パネル設定初期化」を行いまずので、プ U ンタの設定 
を変更している場含は、八ードディスクの取り付け作業を行う前に、ステータスプリント 
を出力してプ U ンタの設定状況を確認•保存しておいてください。ステータスプ U ントの 
出力方法は、「プリンタの動作を確認する」 （-^ P .4-2) を参照してください。 


メモ 1 八ードディスクを使用するとさは八ードディスクに付属の八ードディスク用 R 日 M の増設 
び必要です。八ードディスクと併せて取り付けてください。 


1 電源スイッチの"〇"側を巧してプリンタの電源をオフにし①、 USB ケー 
ブルを抜き②、電源プラグを電源コンセントから抜いて③、アース線を 
専用のアース線端子か日取りがします④。 



ム ずべてのインタフェースケーブルや電源コード、アース線を取り外しま 
ず。 

作業用スペースび十分とれない場合は、作業しやすい場所にプ IJ ンタを移動します。 


八ードディスク 3-41 





























3 後 カバーを 取り外しまず。 


後カバーの取っ手を矢印の方向にかし押しまず①。 




ォプシ m ン品 Q 取り付け 


3-42 八ードディスク 




































4 ス□ットカバーのネジ 3 本を取り外しまず。 



5 ス□ットカバーを取りがしまず。 

ス□ット カバーを 開けまず①。 





八ードディスク 3-43 































ス□ットカバーをかし持ち上げて③、矢印の方向にス□ットカバーを取りかしまず③。 



重要 


. 六インボードの部品やプ U ント配線、コネクタには直接手を触れないでください。 

. 作業中にネジなどの金属びメインボードに触れないよラに気を付けてくださし、。 

.製品内部に、ネジやクリップ、ステイプル針などを落とさないでください。これ5び製品 
内部に落ちたときは、電源プラグを電源コンセントに接続しないで、お買い求めの販売店 
にご連絡ください。 


メモ 1 八ードディスク用 R 日 M の取り付ける位置は];(下のとおりです。取り付け位置を確認して 

か5八ードデイスク用 ROM を取り付けてください。 



3-44 八ードディスク 















































6 白色の八ードディスク用 ROM ス□ットのレバーを巧し下げます。 



7 ROM の切り欠きをレバーの反対側にしてス□ットガイドに合わせて差 
し込み、奥までしっかりと押し込みます。 



ROM び正しく取り付けられると、レバーの突起が ROM の溝に掛かりまず。 


S ネジをがして、 J に張ボードス□ットの保護板を取りがします。 



重要 


•取りかした保護板とネジは、八ードディスクをがしたときに必要になります。なくさない 
よラに保管しておいてください。 


八ードディスク 3-45 



































•保護板の取 0 がし懐、拡張ボードス□ット巧にネジやク U ップ、ステイプル針などを落と 
さないでください。これ5び拡張ボードス□ット巧の巧に落ちたときは、電源プラグを電 
源コンセントに接続しないで、お買い求めの販売店にご連絡ください。 



9 ハードディスクに付属のコネクタケーブルをメインボードのソケットへ 
差し込みます。 



ik ミち意 メインボードの部品や八ードディスクの角でけがをしないよラ、ま意してください。 


重要 


ソケットは、位置び合っていなかったり、斜めになっている状態で無理に押し込まないで 
ください。ピンが破損し、八ードディスクび正しく動作しなくなることびあります。 


3-46 八ードディスク 





































10 ハードディスクを拡張ボードス□ットに差し込み①、コネクタが合うよ 
ラにしっかりと差し込みまず③。 

八ードディスクは、金属製のカバー部分を持ち、拡張ボードス□ット内部のス□ットガイ 
ドに合わせて差し込みます。 


f 垂奎議 .メインボードと八ードディスクのコネクタび含ラよラに、しっかりと差し込んでくださ 
い。 

.メインボードの部品やプ U ント配線、コネクタには直接手を触れないでください。 




重要 


オプション品の取り付け 



八ードディスク 3-47 















































































11 ハードディスクの上下を、付属の吕本のネジで固定します。 



12 コネクタケーブルの青色のコネクタを八ードディスクの青色のソケット 
へ差し込みます。 



重要 


ソケットは、位置が合っていなかったり、斜めになっているが態で無理に押し込まないで 
ください。ピンが破損し、八ードディスクび正しく動作しなくなることびあります。 


3-48 八ードディスク 































































け スロ ットカバーを取り付けての、閉めます ②。 



14 ス□ットカバーをネジ 3 本で固定します。 





八ードディスク 3-49 






























15 図のよラに後カバーを差し込みの、閉めます ②。 



16 ハードディスクに同個されている r 電源オフ手順ラベル J をプリンタ本 
体の見やすい場所に貼り付けます。 


※ラベル貼り巧け位置の例 



A n — ドディスク®■時の■奇オフ®しなに 

MA. SCH に a つで . 下 g 田手 M とけ SDSt- 

1ク‘口•巧7•と HDD わ7•がお打しでいること5 
ne します. 

2円巧イソ] 5押しまず ■ 

3 [りわ卜]します， 

4 [<] 1>]で[け) H‘5：<】5 ■巧し- [S 行]5 
押しまず. 

已け-巧’巧 Jfwrw] が«ホ20忆6, ■* 

W 巧ち s してむにしまず， 

HDD***, このラベル SSS や TtdWi に « けしで < だ !I い . 


重要 


八ードディスク装着後、電源をオフにするときは八ードディスクイ呆護のため、ラベルの指 
示にしたびって「シャットダウン」を実行してか！5、電源スイッチの"び側を押してく 
ださい。 


17電源コード、 アース線を接続します。 


18 アース線を専用のアース線端子へ、電源プラグを電源コンセントへ接続 


します。 


3-50 八ードディスク 
































19 電源スイッチの " r 側を押して、プリンタの電源をオンにします。 


降の手順で「パネル設定な]期化 J を行います。 


fga 八ードディスクの取り付け後は、「バネル設定初期化」を行ってください。八ードディス 
クの機能は、「バネル設定初期化」を行5ことによって、フォーマットされ、使用でさる 
状態にな0まず。 




21 [セットアップ]を巧します。 





むトアッフ 
© 
斯 


22 [◄]、[►]で「パネルセツテイシヨキカ」を選択し、廣行]を巧 
します。 



確認のメッセージび表示されまず。 


実巧 M 

0 23 误巧]を巧しまず。 



(3 


24 巧期化終了後、八ードリセットまたはプリンタの電源を入れなおします。 

プ IJ ンタの起動後、 JV - ドディスクのフォーマットび行われまず。 

ハードディスクのフォーマット中は、ディスプレイに 「 FORMATTING 」 と表をされます。 
フォーマットが終了するまで、しば5くお待ちください。 

八ードディスクのフォーマットび終了したら、すべてのインタフェースケーブルを接続し 
ます。（ーパソコンと接続する： P ぶ-日 8) 

^ 八ードディスクを取り付けて、 r パネル設定初期化」を行ったあと、プ U ンタび起動する 
と、自動的にノ V —ドディスクのフ ォー マットび行われます。このときにフ ォー マットび巧 
われない場合、共通セットアップ^ニューの 「HDD メンテナンス」で「クイックフ ォー 
マット」を実行してください。詳細は、 LIPS 機能ガイド「第3章共通セットアップメ 
ニューの設定項目」を参照してください。 


オプション品の取り付け 


八ードディスク 3-51 






















メモ 1 

八ードディスクを装着した後は、プ U ンタドライバの[デバイスの設定]ページでオプ 
ション機器の設定び必要にな0ます。[デバイスの設定]ページの[デバイス情報取得] 
ボタンをク U ックずると、プ U ンタのオプション情報び自動的に取得できます。 

プ U ンタのオプション情報び自動で取得できない場含は、[八ードディスクを装着する] 
にチェックマークを付けてください。 

，ノトドディスクを取りがず J 

A - ドディスクと八ードディスク用 ROM の取り外しは、次の手順で行います。八ードディ 
スクと八ードディスク用 ROM の取り付け時に取りがしたお張ボードス□ットの保護板とネ 
ジをご用意ください。 

ムま意 

必ずプ U ンタの電源をオフにし、プリンタ本体に接続されているすべてのインタフェース 
ケーブルや電源コード、アース線を取り外してか！5作業を行ってください。感電の原因に 
なることがあります。 

1 

電源スイッチの"〇"側を巧してプリンタの電源をオフにし、 USB ケー 
ブルを巧き、電源プラグを電源コンセントから巧いて、アース線を専用 
のアース線端子から取り外します。 


八ードディスクを使用している場含は、 U セットメニューでシャットダウンを巧ってか5 
電源をオフにして<ださい。 

八ードディスクを使用していない場合は、ジョブランプび消灯していることや、ディスプ 
レイを見てプ U ント中でないことを確認してください。 

ク 

ずべてのインタフェースケーブルや電源コード、アース線を取りがしま 
ず。 

3 

後カバーを取り外します。 

4 

ス□ットカバーのネジ 3 本を取り外します。 

5 

ス□ットカバーを取りがします。 
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6 ROM ス□ットのレバーを押し下げ①、 ROM を引き巧きます②。 



/ コネクタケーブルを八ードディスクとメインポードから取りがします。 

な ハードディスクの上下の吕本の固定ネジを取り外します。 

f 垂ま3 取りかしにネジは再度八ードディスクを取り付けるときに必要にな0ます。なくさないよ 
うに保管しておいてください。 

9 ハードディスクを引き抜きます。 

取り外した八ードディスクは、購入時に入っていに保護袋に入れてイ呆管してください。 

10 拡張ボードス□ットの保護板を取り付け、ネジで固定します。 

11 ス□ットカバーを取り付け、ネジ3本で固定しまず。 

12 後カバーを取り付けます。 

1 J USB ケーブルに(外のインタフエースケーブルや電源コード、アース線を 
接続します。 

14 アース線を専用のアース線端子へ、電源プラグを電源コンセントへ接続 
します。 


15 US 己ケーブルを接続します。 


オプション品の取り付け 
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オプション品の取り付け 
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プリンタの動作と機能を確 
認する 

この章では、設置後のプ U ンタの状態や設定値などを確認するち法、 
確認について説明しまず。 



プリントサーパの動巧〜 —— 


動作を確認する .4-2 

プ U ンタの動作を確認ずる .4-2 

プ U ントサーバの動作を確認ずる .4-5 
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動作を確認する 


本プリンタには、現在使用可能な機能および現在の設定値をお認するためのステータスプ U 
ント機能びあります。また、本プ U ンタをネットワークに接続している場合は、プリント 
サーバの動作が態をランプで確認することびでをます。プ1」ンタの準備や接続び終了したら 
ステータスプ U ントやプ U ントサーバの動作お認を行い、正しく動作ずることを確認してく 
ださい。 


プリンタの動作を確認ずる 


現在使用できる機能や こユー設定値の一覧を確認するときは、ステータスプリントを行い 
ます。 


0 ■メモ] • ステータスプ U ントは、 A 4 サイズ用に設定されています。他の用紙サイズでもプリント 
できますび、拡大または縮ルされたり、一部びカットされたり、片寄ってプリントされる 
ことびお0ます。 

. プ U ンタの操作パネルか5メニューで設定した値は、ステータスプ U ントにも反映されま 
す。例えば、自動両面プ U ントび設定されている場含は、ステータスプ U ントも両面に2 
ページ分プ U ントされまず。ただし、コピー枚数は無視され、常に]枚の用紙びプリント 
されます。 


プリンタの動作と機能を確認する 
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ステータスプリント 

ステータスプリントは、次の手順で行います。 


電源スイッチの T’ 側を巧して、プリンタの電源をオンにしまず。 


〇 



しば5くするとディスプレイに「00インヴツカノウ」や「日0 UPS」、 「0日 ESC/ 
PJ と表示され、プ U ント可能な状態になります。 

正しく動作しなかったり、エラーメッセージび表示されたときは、ユーザーズガイド「第 
已章困ったとさには」を参照してください。 


2 プリンタがオンラインになっていることを確認しまず。 

オンライン状態になっていない場合、[オンライン]を押しまず。 



IHt 


3 


[ユーティリティ]を巧しまず。 



4 


ディスプレイに「ステータスプリント」と表示されます。 


[実行]を巧しまず。 



(約1巧間） 


プリンタの動作と機能を確認する 


動作を確認ずる 
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ステータス プリントがプリン ト されまず。 
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ステータスプリントの内容 

ステータス プ U ントを行ラと、次のようにプリントされます。 ステータス プ U ントでは、現 
在使用できる機能や、プ U ンタ機能メニューで設をされている設定値の一覧、プ U ンタに内 
蔵されているソフトウエアや八ードウエアのバージヨン名、プ U ント枚数などを確認できま 
ず。プ U ント枚数は、 ステータス プ U ントのも下にある 「Page Count 」 でお認できます。 


ここに掲載されているステータスプ I 」ントはサンプルです。お使いのプ IJ ンタで出力した 
ステータスプ IJ ントとは一部内容び異なる場合びあ0ます。 
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プリントサーパの動作を確認ずる 


プ1」ントサーバの動作お認は、次の手順で行います。 


1 図のように LAN ケーブルにフェライトコアを取り付けまず。 

フェライトコアはプ U ンタに接続するコネクタ占、6己 cm じ(内の場所に取り付けます。 



2 LAN ケーブルを本プリンタ背面の LAN コネクタへ接続します。 



プリンタの動作と機能を確認する 


動作を確認ずる 
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3 ケーブルガイドのフックを開けて、図のように LAN ケーブルを通し、フッ 
クを閉めまず。 



重要 


ケーブルガイドには、 LAN ケーブル外のケーブルは通さないでください。 


4 LAN ケーブルの反対側を八ブのコネクタへ接続します。 
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5 電源スイッチの " r 側を押して、プリンタの電源をオンにします。 



しば5くすると、ディスプレイに 「日 0インサツカ ノウ」 や「0 日 LIPS 」、 「0 日 ESC / 
PJ と表をされ、プ U ント可能なが態になります。 


重要 


正しく動作しなかったり、エラーメッセージび表示されたときは、ユーザーズガイド「第 
已章困ったとさには」を参照してください。 


6 プリントサーパの LNK ランプが点なしていることを確認します。 

]0目 ASE - T の場合は、 LNK ランプび点なしていれば、正常です。 

]0 日目 ASE - TX の場含は、 LNK ランプと1 日日 ランプび点なしていれば、正常です。 



10日ランプ 
LNK ランプ 
C 0 L ランプ 


正甫に動作していない場合は丄 AN ケーブルの接続や八ブの動作状態を確認してくださし、。 
他の機器がずベて正常に動作している場合は、プ U ンタの電源をオフにし、プ U ントサー 
バの通信設定 ( Ethernet ドライパの設定）を接続したネットワークに合わせて変更してく 
ださい。 （-* ネットワークガイド/本編「第2章ネットワーク共通設定」） 


7 確認が終わった日、電源スイッチの"〇"側を f 甲してプリンタの電源を 


オフにします。 


動作を確認ずる 


4-7 

















































プリンタの動作と機能を確認ずる 
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付録 


5 


CHAPTER 


この章では、各部の寸法や、ソフトウ王アのパージョンアップち法、保守サービスのご案内 
などを記載していまず。 


各部の寸法 . 已 -2 

索引 .5-6 

保守ヴービスのご案内 . 已 -8 

キヤノン保守契約制度とは .5-8 

キヤノンサービスパックとは .5-9 

補修用性能部品 . 已 -9 

無償保証について . 已 -10 

シ U アルナンパ'—の表示位置について . 已 -1 1 

ソフトウェ 了の) (-ジョンアップについて . 已 - 13 

情報の入手方法 . 己-13 

ソフトウエアの入手方法 . 己-13 
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•已已日枚ペーパーフィーダ X 3 段装着仕様 


カセット保護カバー 

給紙カセット PH - rv - f 



各部の寸法 


■ プリンタ本体 

.標準仕様 



の9の9 


86Z 


9寸9 


8 
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•ぺデイスタル（ボックスタイプ）装着仕様 


カセツト保護カバー 
給紙カセット 厂 n - rx —^— f 


(mm) 







LO 

LO 


M 

h 

n 




— 


、 1 



607 


90 


•ぺデイスタル（キヤスタタイプ）装着仕様 

(mm) 


/ 1 




等 

の 

n 

U 

u 

n 



二 


、 I 


607 


90 



•已巳 0 枚ペーパーフィーダX 2 段+ぺディスタル（ボックスタイプ）装着仕様 


の 9 UI . 


等の 〇 


ニー 



一 


白 

の 



1 
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•已日日枚ペーパーフィーダ X 3 段 + ぺデイスタル（キヤスタタイプ）装着仕様 


カセツト保護カバー 


給紙カセット 


691.5 


607 


90 


(mm) 



■ 已已〇枚ぺーパーフイーダユニット PF -98 



■ぺデイスタル（ボックスタイプ） 
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■ぺデイスタル（キヤスタタイプ） 



各部の寸法 
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英数き あ 


10日巨 ASE-TXi 2-63 
10日ランプ， 4-7 
10巨 ASE - T ，2-63 
COL ランプ， 4-7 
DOS / V パソコン， 2-58 
EtherTalk . 2-63 
LAN コネクタ I 2-64 
LNK ランス 4-7 
Macintosh , 2-61 
PC / AT 互換機.含-己8 
PC - 9800シ IJ - 又 2-58 
RAM , 1 -4. 3-23 
RAM 

の設定， 3-37 
の取り付け. 3- 2己 
の取り付け位置， 3-24 
の取りがし， 3-37 
ROM , 1-5. 3-23 
ROM 

の設定， 3-37 
の取り付け. 3-31 
の取り付け位置， 3-24 
の取りがし， 3-37 
TCP / IP . 2-63 
UNIX , 2-63 

US 巨コネクス2-已9,2-目1 
Windows パソコン. 2-58 


アース線， 2-1 已 
アース線端子. 2-17 
足の位置， ]- 1 己 
オプション I 1-2 
オプション 

の取り付け位置， 1 -9 
温度/湿度条件 I 1-1 1 


か 

お張 RAM , 1 -4, 3-23 

お張ボードス□ット， 3-45, 3-47 

各部の寸法，已 -2 

給紙カセット， 2-48 

ケーブルガイド，2-已已 

つント□一 J レ ROM , 1 - 己，2-已曰， 3-23 

捆包材， 2-5 


さ 

最大消費電力， 1-11 
周囲に必要なスぺース， 1-13 
シ U アルナンバー，已 -1 1 
ステータスプ U ント ， 4-3 
設置環境， 1-11 
設置サービス ， i 
設置条件， 1-12 
設置スペース， 1-13 
設置手順， 1-10 
設置場所， 1-11,2-3 
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た 


ま 


超音波加湿器， 1-1 1 
電源コーに 2-1 已 
電源コード差し込み □, 2-18 
電源条件， 1-11 
トナーカートリッジ， 2-40 
ドラムカートリッジ， 2-20 
取り扱い上のごミ主意， 1-1 巨 


無償な証, 5-1 0 


や 

巧紙 

のたツト’ 2-47 
の向を， 2-53 


な 

ネットワーク， 2-63 


は 

八ードディス义 1-7, 3-39 
八ードディスク 

の取り付け， 3-41 
の取り外し，3-已乙 
パッケージの内容， 2-2 
パラレルコネクタ，2-已已 
フェライトコア， 2-64 
プリンタ 

の寸法，已 -2 
の動作確認, 4-2 
プリントサーバの動作確認, 4-巳 
プ□グラマーズマニュアル，1 -8 
ペーバーフィーダ， 1-2. 3-2 
ペーバーフィーダ 
の寸法已 -4 
の取り付け， 3-13 
の取り外し， 3-21 
ぺデイスタル， 1-3 
ぺデイスタル 

の寸法，已 -4 
な守サービス，已 -8 
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保守サービスのご案内 


■ ご購入製品をいつまでもベストの状態でご使用いただくために 

このたびはレーヴビームプ U ンタをご購入いただき誠にありびとうございます。さて、ち 
曰ご愛用いただくレーヴビームプ U ンタのな守サービスとして、「キヤノンな守契約制 
度」と「キヤノンサービスパック」を用意しています。これらはキヤノン製品を、いつ 
も最高の状態で快適に、ご使用いただけますように充実した内容となっており、キヤノ 
ン認定の「サービスエンジニア」び責任ををって機能の維持管理等、万全の処置を行い 
ます。お客様と、キヤノンをしっかりとつなぐ保守サービスで、キヤノン製品を末永く 
ご愛用賜りますよラお願い申しあげます。 



キヤノン保守契約制度とは 


キヤノン製品をご購入を、定められた無償修理保証期間中に万一発生したトラブルは無償で 
サービスを実施します。保守契約制度とは、この無償保証期間の経過後の保守サービスを所 
定の料金で実施するシステムです。（製品により無償修理保証期間び異なります。また、一 
部無償修理保証期間を設けていない製品をあります。） 






イ 契約 > 

キヤノン販売（株） 

お客様 


又はキヤノン認定 


^保守サービス4 

サービス 店 


キヤノン保守契約制度のメリット 

■ 都度の修理料金は不要 

保守契約料金には、訪問料、技術料、部品代び含まれています。 

万一のトラブル時ち予期せめ出費び発生することびありません。 

■ 保守点検の実施 

お客様のご要望により、機器の保守点検を追加できます。（別途、有料となります。） 
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キヤノンサービスパックとは 


キヤノン製品を長期間にわたって、まむしてご使用いただくための保守サービスを、お手軽 
にご購入でさるよラバッケージ化した新しいタイプのサービス商品です。巧象のキヤノン製 
品をご購入後、3年間、4年間、已年間のタイプを用意しています。（無償修理な証期間を 
含みます） 

キヤノンサービスパックのメリット 

■ 簡単登録 

従来の保守契約とは違い、面倒な手続きは一切不要。キヤノンサービスパックを購入を、 

登録カードをご送付いただくだけで手続きは完了しまず。 

■ 電話一本 

万一のトラブルび発生したときは、キヤノンサービスコールセンターにお電話にてお客 
様のとトラブルの内容をお知らせいただくだけで、ちまに対応します。 

■ 固定料金 W 

キヤノンサービスパックのご購入料金び、期間中のサービス料金に相当します。予期せ 付 
め出費び防げるため、予算計画を立てやすくなります。 ® 


キヤノンサービスバックのヴービス範囲 

故障時の修理-調整：故障び発生した場合、その修理-調整をおこないまず。 

修理料： 修理時に発生ずる訪問料金-技術料-部品化はキヤノンサービスバック料金 

に含まれまず。（お耗品およびキヤノン指定の部品は巧を列とな0まず） 
保守期間： 巧を製品購入後、3年間、4年間、已年間でず。（保記期間を含みまず） 

^ ノ 


なお、天災、乂災、第兰者の改造等に起因するトラブルや消耗品代、キヤノン指定の部 
品代は、「キヤノン保守契約制度」と r キヤノンサービスパック」ともに対象外となります。 

「キヤノン保守契約制度」と r キヤノンサービスパック」に関するお申し込み、お問合せは 
お買い上げの販売店をしくはキヤノン販売（株）までお願いいたします。 

キヤノンサービスパックの登録有効期間は、本体ご購入後90曰しソ内となります。 


、補修用性能部品 


本機の補修用性能部品の最低な有期間は、本機製造巧ち切り後7年間です。 


な守ヴービスのご案内 
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無償な証について 


•本製品の無償保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

•無償保証の保守サービスをお受けになるためには、本製品に同捆の保証書び必要です。あ 
らかじめ保証書の記載内容をごお認の上、大切に保管してください。 
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シリアルナン/ V — の表お位置について 


本プリンタの保守ヴービスをお受けになるときは、シ U アルナンバ ー (Serial No .) が必要 
になります。本プリンタのシ U アルナンバーは、下図の位置に表示されています。 


重要 


シ IJ アルナンパ’一び書かれたラベルは、サービスや保守の際の確認に必要です。絶対には 
びさないで < ださし、。 


■ 本体背面 



■ プリンタ内部 
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■ 個包箱が側 
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シリアルナンパー 
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ソフトウェアの/ V — ジヨンアツプについて 


プ U ンタドライバなどのソフトウェアに関しては、今を、機能アップなどのためのバージョ 
ンアップび行われることびあります(-ジョンアップ情報およびソフトウェアの入手窓 □ 
は次のとおりです。ソフトウェアのご使用にあたっては、ち使用許諾契約の内容について了 
解いただいたをのとさせていたださます。 


情報の入手方法 


インターネットを利用して、バージョンアップなど、製品に関する情報を引き出すことびで 
さまず。通信料金はお客様のご負担になりまず。 

■ キヤノンホームぺージ （ http :// canon . jp /) 

商品のご紹介やち種イベント情報など、さまざまな情報をご覽いただけます。 


^ソフトウェアの入手方法 


ダウン□-ドおよび代引き配送サービスにより、プリンタドライバなどの最新のソフトウェ 
アを入手することびでさます。通信料金はお客様のご負担になります。 


■ キヤノンホームぺージ （ htt | D :// canon . jp /) 

キヤノンホームページにアクセス後、ダウン□-ドをク U ックしてください。 


■ CD-ROM の代引き配送サービス 

プリンタドライバなどのソフトウェアの CD - ROM を有料（代金引き換え）にてお届けい 
たします。 

ソフトウェアの種類、内容、金額はキヤノンホームページでご確認いたださ、巻末のお 
客様相談センターへごを文ください。 

. 対象ェ U アは日本国内とさせていただをます。 
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消耗品-オプション製品のご購入ご相談窓口 


消耗品-オプション製品はお買い上げ頂いた販売店、またはお近<の 
キヤノン製品取り扱い店にてお買いホめください。ご不明な場合は、 
下記お客様相談センターまでご相談ください。 


修理 サービス ご相談窓 □ 


修理のご相談は、お買い上げ頂いた販売店にご相談ください。 
ご不明な場合は、下記お客様相談センターまでご相談ください。 


Canon 


キヤノン株式会社.キヤノン販売株式会社 


お客様相談センター(全国共通番号） 

050 - 555-90061 

[受付時間] <平日> 江00〜20:00 <±曰祝日> 10:0□〜17:00 
(1/1 〜3は休ませていたださます） 

※上記番号をご利用いただけない方は 043-21 1 -9627 をご利用ください。 

※口電話をご利用の場合、プ□バイダーのサービスによってつなが己ない場合があります。 

《受付時間は予告なく変更する場合があります。あ6かじめご了承くださし、。 

キヤノン販売株式会社 干 1 08-8011 東京都港区港南 2- 1 己-己 

Canon ホームぺージ： http :// canon.jp 


FA7-8294 (030) 


◎ CANON INC. 2005 








